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議      長  休憩を解いて再開します。                （10時30分） 

 日程第５「議案第13号令和４年度松田町一般会計予算」を議題といたします。 

 町長の提案説明を求めます。 

町      長  議案第13号令和４年度松田町一般会計予算。令和４年度松田町一般会計予算

は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ55億

1,000万円と定める。 

２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

 （継続費）第２条、地方自治法第212条第１項の規定による継続費の経費の

総額及び年割額は、「第２表 継続費」による。 

 （債務負担行為）第３条、地方自治法第214条の規定により債務を負担する

行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第３表 債務負担行為」

による。 

 （地方債）第４条、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第

４表 地方債」による。 

 （一時借入金）第５条、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借

入金の借入れの最高額は２億円と定める。 

 （歳出予算の流用）第６条、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定に

より歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生

じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 令和４年３月２日提出、松田町長 本山博幸。よろしくお願いいたします。 

議      長  これより細部説明に入りますが、各担当課長に申し上げます。説明は要点を

簡単明瞭にお願いいたします。それでは、担当課長の細部説明を求めます。 

政 策 推 進 課 長  それでは、令和４年度一般会計予算でございます。初めにですね、６ページ
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の継続費、７ページの債務負担行為、また８ページの地方債につきましては、

私のほうから説明をさせていただき、歳入につきましてはこちらのほうから、

町税につきましては税務課長から、それ以外は私から説明させていただき、歳

出につきましては、各担当課長のほうから説明をさせていただきます。なお、

今回の説明につきましては、款、項を主体にですね、新規事業、重点的事業や

拡充事業を説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、６ページになります。第２表の継続費でございます。土木費の道

路橋梁費でございます。こちらは、事業名で町道19号線町屋踏切改良事業でご

ざいます。継続費でございますので、いわゆる４年度、５年度にわたる事業と

して行うものでございます。あらかじめですね、経費の総額及び年割額を定め

て支出するための経費として自治法に基づくものでございます。令和４年度に

つきましては、本体工事に付随する電気通信設備の移設及び新設などによるも

のでございます。また、令和５年度におきましては、本体工事に要する費用、

舗装部の撤去、新設や、踏切保安設備の移設や新設に伴う事業費として事業年

割額を決めているものでございます。 

 続きまして、７ページにあります第３表債務負担行為でございます。９件ご

ざいます。令和４年度からの事業でございます。主なものといたしましては、

３つ目になりますが、電算機器賃借料でございます。こちらは26台分のパソコ

ンの入替えに伴う情報系、基幹系のリース等でございます。この事業につきま

してもですね、債務を負担する行為といたしまして、負担をする権限を付与す

ることで単年度の完結ができない場合、後年度において負担するものをここで

提示をするというものでございます。 

 続きまして、８ページでございます。地方債でございます。起債の目的が書

いてございますが、交通安全施設等整備事業でございます。こちらは、新松田

駅南口駅前広場整備事業の町道５号線によるものでございます。次の防災施設

等整備事業につきましては、消防車両の購入に980万円、小田原市消防の松田

分署土地購入等によるもので7,500万円のものでございます。次に、教育施設

整備事業でございますが、松田小学校校舎解体ほかに伴う事業、そして松田小
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学校太陽光発電設備事業による地方債でございます。一番下の臨財債につきま

しては、交付税の財源措置の不足を補うためのもので、本年度はこの金額で地

方債を組んでございます。 

 それではですね、歳入より説明をさせていただきます。税務課長のほうから

よろしくお願いいたします。 

税 務 課 長  それでは、歳入について御説明させていただきます。予算書の14ページ、15

ページ、また参考資料２、令和４年度松田町一般会計予算説明資料では１ペー

ジでございます。款の１、町税、項の１、町民税、目の１、個人でございます。

現年課税分の均等割、退職所得につきましては、納税義務者数の減を見込み減

額となっております。所得割につきましては、前年度予算において新型コロナ

ウイルス感染症の影響を考慮し、１人当たりの所得割額について減額を見込ん

でおりましたが、令和３年度の調定額を基に、経済活動の回復基調などを考慮

し、納税義務者数は減る見込みではございますが、税額としては1,337万8,000

円の増額を見込んでおります。また、滞納繰越分につきましては、令和３年度

から令和４年度への繰越し見込額と実績に基づいた収納率から320万円の減額

となっております。 

 次に、目の２法人でございます。均等割、法人税割につきましては、新設法

人や経済活動の回復基調などによる増収を見込み1,387万6,000円の増額となっ

ております。また、滞納繰越分では、前年度で算入しておりました新型コロナ

ウイルス感染症に伴う徴収猶予分がなくなったことなどにより730万8,000円の

減額となっております。 

 続きまして、項の２、目の１、固定資産税でございます。現年課税分の増額

の要因といたしましては、土地につきまして、令和３年度の調定額を基に、土

地価格の下落と国土調査の縄伸び分の増加を考慮し、733万円の減額。家屋に

つきましては、令和３年度の調定額を基に、新築家屋と新築軽減終了による増

収と滅失分の減収のほか、前年度で算入しておりましたコロナ特例による減収

分360万円がなくなったことにより1,094万円の増額。償却資産につきましても

令和３年度の調定額を基に、減価償却分による減収及び前年度で算入しており
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ましたコロナ特例による減収分298万円がなくなったことにより1,412万円の増

額となっております。 

 次に、項の３、軽自動車税、目の１、環境性能割でございます。こちらは令

和３年度の調定額を基に、取得台数の増減率を考慮し、減額を見込んでおりま

す。目の２、種別割では、経過年数による重課や新規購入などにより増額を見

込んでおります。 

 次に、参考資料２、予算説明資料では２ページになります。項の４、目の１、

町たばこ税でございます。購入本数の減を見込み減額となっております。町税

の説明は以上でございます。 

政 策 推 進 課 長  それでは、地方譲与税でございます。地方揮発油譲与税でございます。こち

らは、ガソリンに課して地方に財源が譲与されるものでございます。前年度の

比較は記載のとおりでございます。 

 続きまして、自動車重量譲与税でございます。こちらにつきましては、検査

自動車と届出軽自動車に対して課税されるものでございます。 

 続きまして、16、17ページでございます。目、森林環境譲与税でございます。

こちらにつきましては、森林の適正な管理などに活用するため、いわゆる人工

林面積割や林業の従事者等の割でですね、案分されて譲与されるものでござい

ます。 

 続きまして、利子割交付金でございますが、いわゆる預金利子に課税される

県税収入を市町村の個人県民税決算額の割合によって案分して交付されるもの

でございます。国が20.315％のうち５％を県へ、そのうちの５分の３を町に交

付されるものでございます。 

 続きまして、配当割交付金でございます。上場株式配当に課税される県税収

入の59.4％を県民税総額に占める市町村のですね、個人県民税の額の割合によ

り案分して交付されるものでございます。 

 続きまして、株式等譲渡所得割交付金でございます。こちらにつきましても

株式譲渡所得に課税される県税収入により交付される割合で交付されるもので

ございます。 
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 続きまして、法人事業税交付金でございます。県に納付される法人事業税の

一部を従業者数で案分して交付されるもので、県の法人事業税の100分の7.7で

交付されるものでございます。 

 続きまして、地方消費税交付金でございます。県の地方消費税の収入の２分

の１を人口と従業者数で案分して交付されるものでございます。地方について

は10％のうちの2.2％が交付されるものでございます。 

 続きまして、ゴルフ場利用税交付金でございます。これは昭和41年に創設さ

れたものでございまして、ゴルフ場利用税の10分の７をその所在市町村に交付

されるものでございます。 

 続きまして、環境性能割交付金でございます。こちらにつきましては、県に

ですね、納付される自動車税環境性能割の一部を市町村道のですね、市町村道

の延長及び面積に応じて市町村に交付されるものでございます。 

 続きまして、18、19ページでございます。説明資料のほうはですね、３ペー

ジになります。こちらの地方特例交付金でございますが、減収補填ということ

で、住宅借入金特別控除分の特例交付金となってございます。 

 続きまして、地方交付税でございます。普通交付税94％、特別交付税６％と

いう形の中でですね、この事業につきましては、国のほうがですね、2020年度

決算と2021年度の国税の収入等の補正に伴い、その交付税の法定率がですね、

当初見込みより国は４兆2,761億円の増加となりですね、これにより令和４年

度の交付税の財源に前年度繰越金が加算することが可能となったため、総額と

して増額ということで、国の総額が前年度よりですね、0.6兆円上回る18.1兆

円が確保されたことにより、市町村に案分されるものがこの金額となったもの

でございます。 

 続きまして、交通安全対策特別交付金でございます。こちらは、交通反則金

の一部を改良済みの道路延長や過去２年分の事故件数等によって案分されるも

のでございます。 

 続きまして、款の分担金及び負担金でございます。説明資料のほうはですね、

４ページになります。予算説明資料のほうは４ページになります。民生費の負
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担金でございますが、主なものでございますが、保育所運営費負担金現年度分

となってございます。こちらのほうは歳入なんですが、令和４年度から第２子

の保育料無償化を実施するために、その分の減額となってございます。 

 続きまして、衛生費の負担金でございます。ジビエ処理加工施設運営費負担

金でございます。広域利用運営等の協定の下にですね、収入する構成町からの

負担金となってございます。 

 続きまして、款、使用料及び手数料でございます。使用料及び手数料の項、

使用料でございます。主なものにつきましては、町営臨時駐車場の使用料でご

ざいますが、ＪＲ松田駅北口東側の駐車場及び仲町屋町営臨時駐車場分の使用

料となってございます。また、住宅使用料につきましては、籠場住宅21戸分の

住宅使用料ほか町屋住宅の28戸分の使用料に伴うものでございます。 

 続きまして、20ページ、21ページになります。目の衛生費使用料でございま

す。主なものでございます。節は鳥獣被害対策施設使用料でございます。こち

らは、説明資料は４ページに記載のとおりでございます。ジビエ処理加工施設

の使用料が主なものでございます。また、目の公園使用料のパークゴルフ使用

料でございます。パークゴルフ使用料につきましては、18ホール化に伴い使用

料の部分でございます。こちらは、説明資料は５ページ、予算説明資料は５ペ

ージになってございます。 

 続きまして、項、手数料でございます。手数料につきましては、主なものに

つきましては、戸籍住民基本台帳に伴う手数料等によるものでございます。 

 続きまして、22、23ページになります。款、国庫支出金、項、国庫負担金で

ございます。こちらにつきましては、予算説明資料はＰ５ページでございます。

主な前年度対比でございますが、こちらは松田小学校校舎建設の完了に伴う減

額となっているものでございます。主なものにつきましては、節になります障

害福祉費国庫負担金でございます。法令に基づく給付という部分で、障害者自

立支援給付費等の負担金などでございます。また、児童福祉費国庫負担金では、

子どものための教育・保育給付費国庫負担金で、保育施設への給付金分などに

よるものでございます。また、保険基盤安定負担金につきましても、国民健康
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保険の軽減を図るための保険者支援分としての歳入でございます。 

 続きまして、衛生費の国庫負担金になりますが、こちらのほうで新型コロナ

ウイルスワクチン接種対策費負担金を計上してございます。 

 続きまして項、国庫補助金でございます。主なものにつきましては、節にな

りますが、企画費国庫補助金でございます。地方創生推進交付金２分の１の補

助事業といたしまして、関係人口創出事業やグローバル人材育成事業などによ

る補助でございます。 

 続きまして、24、25ページになります。民生費国庫補助金でございます。節

につきましては、子ども・子育て支援国庫交付金の中で、こちらのほうは施設

整備の国庫交付金でございます。説明資料はＰ７ページになります。こちらは、

学童保育施設整備に伴う松田小学校の整備費の補助金になるものでございます。 

 続きましてですね、その下の下になりますが、住民税非課税世帯等臨時特別

給付金事業費の補助金でございます。こちらは10分の10の補助事業として150

人分をですね、計上をしております。その下の新型コロナウイルスワクチン接

種体制整備事業補助金につきましては、新たに10分の10の補助事業として、本

年度はコールセンターやシステム改修などに充てる事業費として計上をしてお

ります。 

 続きまして、土木費の国庫補助金です。社会資本整備総合交付金でございま

す。それぞれですね、南口の５号線、また北口整備事業、住宅取得奨励金、ま

た狭隘道路の整備などによる歳入となってございます。その下のですね、松田

小学校国庫補助金の中に学校施設環境改善交付金、これは令和４年度におきま

して松田小学校の建設のための国庫補助金になります。その下の下になります。

保健体育費国庫補助金でございます。スポーツ振興費補助金、これも新しい事

業でございます。いわゆるスポーツツーリズムのスポーツコミッションを設立

するための準備経費で、同額の10分の10の補助事業でございます。 

 続きまして、款、県支出金でございます。項、県負担金につきましてはです

ね、前年度対比で増額になっております。主な増額の理由は、消防団の消防車

両の購入によるものや、生涯学習センターエレベーター改修などによる増額と
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なってございます。説明資料のほうはＰ８ページになってございます。 

 それでは、26、27ページになります。民生費負担金のほうでは、先ほどの国

庫２分の１に対し４分の１の障害者自立支援給付費負担金などによるものでご

ざいます。 

 次にですね、項の県補助金でございます。総務費の補助金の中の市町村自治

基盤強化総合補助金でございます。説明資料のほうは９ページになります。こ

ちらのほうは、地方創生事業や松田小学校の太陽光の事業、また町道19号線の

踏切改良事業、駅前広場整備事業やジビエ処理加工事業につきまして、ここの

県の補助金を歳入として見込んでいるものでございます。 

 続きまして、28、29ページになります。民生費補助金の節になりますが、子

ども・子育て支援交付金で、こちらも整備費交付金がございます。これは県費

として学童保育分についての歳入となってございます。その下の下の下にあり

ります、節の水源環境保全・再生施策市町村補助金でございます。こちらも10

分の10の補助事業でございます。主なものにつきましては、河川・水路自然浄

化対策推進事業、また地域水源林整備事業などによる歳入となってございます。 

 続きましてですね、中段にあります消防費の補助金がございます。説明資料

のほうは10ページでございます。消防費の補助金といたしまして、新たに市町

村地域防災力強化事業補助金でございます。こちらは、消防車両の購入や生涯

学習センターのエレベーターの改修に伴う補助金でございます。 

 続きまして、項の県委託金でございます。総務費委託金でございます。こち

らのほうの新たな事業につきましては、節、選挙費委託金でございます。令和

４年度につきましては、県知事及び県議会議員選挙費委託金、参議院議員の選

挙による委託金の歳入を見込んでいるものでございます。 

 続きまして、30ページ、31ページになります。款、財産収入でございます。

説明資料のほうは11ページになります。土地・建物貸付収入などでございます。

主にチェックメイトカントリークラブほかによる歳入によるものでございます。 

 続きまして、款、寄附金でございます。寄附金、項、寄附金でございます。

一般寄附金としてふるさと応援寄附金を計上をしておるものでございます。 
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 続きまして、繰入金でございます。款、繰入金、項、基金繰入金でございま

す。令和４年度につきましては、財政調整基金からの繰入金でございます。こ

ちらは、全体の財政運営等に伴うもの、そして消防署の関係もございますので、

今回この金額を繰り入れるものでございます。そのほか森林環境譲与税への繰

入金、また教育施設整備基金の繰入金によるものが主なものでございます。 

 続きまして、32、33ページになります。款、繰越金でございます。前年度繰

越金につきましては、昨年度対比ですね、5,000万円の増ということになって

ございます。 

 下のほうの項、雑入でございますが、雑入につきましては、主なものは34、

35ページでございます。市町村振興協会市町村交付金、これは宝くじ収益基金

等の配分によるものでございます。説明資料のほうは12ページになります。 

 そのほかですね、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金でございます。こ

ちらにつきましては、説明資料は13ページになりますが、松田小学校の太陽光

発電設備の設置のための補助金によるものでございます。また、令和４年度に

つきましては、地域集会施設等の整備に伴う工事に伴う負担金収入を見込んで

おります。城山、宮地地域集会施設分でございます。 

 款、町債でございます。町債につきましては、新松田駅南口ほか、こちらに

書いてあるとおりでございます。新しい事業としては、消防車両購入事業、小

田原市消防松田分署土地購入事業、そして、今回新たに松田小学校太陽光発電

事業を新たに計上しております。先ほど御説明したとおり、臨時財政対策債に

つきましては、本年度はこの金額で計上をさせていただいております。 

 以上、歳入のほうは説明を終わりにさせていただきます。 

議 会 事 務 局 長  歳出に入ります。予算書36、37ページ、説明資料の14ページをお願いいたし

ます。款、項、目共に議会費でございます。01、議員及び職員人件費に要する

経費は、議員報酬及び手当、事務局の人件費が主なものでございます。02、議

会活動に要する経費は、議会だよりの発行経費、議事録作成経費、政務活動費

が主なものとなります。以上でございます。 

政 策 推 進 課 長  それでは、38ページ、39ページの款、総務費、項、総務管理費でございます。
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こちらのほうにつきましては、（１）職員給与費でございます。職員人件費に

要する経費といたしまして、特別職２名、職員42名分の給与として計上してい

るものでございます。 

 続きまして、40ページ、41ページになります。一般管理事務に要する経費と

いたしまして、主なものにつきましては町長交際費、また、委託料といたしま

して42、43ページ、新規の事業でございますが、その上のですね、委託費の中

の地方公務員の定年延長に伴う制度導入委託料や行政手続制度整備支援委託料

によるものが主なものでございます。そのほか、継続事業でございますが、職

員研修事業を継続し、さらに情報公開制度運営事業にも取り組んでまいります。

情報公開の中でですね、新たに委託料に個人情報の保護制度改正に伴う制度委

託料を計上をしているものでございます。 

 44、45ページになります。目の文書広報費でございます。こちらは広報・広

聴事業といたしまして、説明資料のほうはですね、14ページになります。「広

報まつだ」の作成に係る経費や町ホームページの管理等に伴う経費となります。 

 続きまして、財政管理費につきましては、一般事務に伴う予算のですね、い

ろんな事務に伴う予算を計上したものでございます。以上でございます。 

会 計 管 理 者  46、47ページをお願いいたします。目４、会計管理費でございます。会計事

務に関する一般事務経費を計上させていただいております。以上です。 

政 策 推 進 課 長  それでは、目の財産管理費になります。こちらのほうにつきましては、予算

説明資料は15ページになります。財産等の管理に関する経費といたしまして、

主なものにつきましては、積立金によるものでございます。毎年定例のですね、

再生可能エネルギー等導入促進基金積立金をはじめ、本年度は公共施設等整備

基金積立金でございます。いわゆる将来を見据えた投資的な事業に係る経費等

の継続的な財源として積み立てていくための基金でございます。そのほか、繰

出金で用地取得特別会計の繰出金を計上しております。 

 続きまして、48、49ページでございます。財産管理費で（４）になります。

町営臨時駐車場管理経費でございます。こちらのほうの12委託料でございます

が、委託料の50ページ、51ページの上段でございます。こちらのほうにつきま
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しては、下の段のほうで（８）がございますが、感染症総合対策事業の工事請

負費がございます。ここの新規事業といたしまして、町営臨時駐車場の機器入

替え工事に伴いまして、先ほどの使用料及び賃借料で、その町営臨時駐車場の

ＰＯＳ管理システムの使用料と、町営臨時駐車場の電子決済システムの使用料

によるものでございます。また、14工事請負費の中には、新規事業として城山

地域集会施設の改修工事、寄宮地多目的集会施設の改修工事、こちらにつきま

しては、公共施設の個別計画にも記載されておりますものを今回ここで実施す

るものでございます。 

 続きまして、住宅管理費になります。こちらのほうにつきましては、52、53

ページでございます。引き続きですね、工事請負費の中で町営住宅解体整地工

事を実施し、新たにですね、行うものにつきましては、地権者と相談しながら

進めていくという形になってございます。そして、定例的なんですけども、委

託料の中の維持管理運営委託料を継続して行っていくと。これは、町屋住宅、

籠場住宅、30年の契約の中の年間の委託料をここで支出するものでございます。 

 それでは、企画費でございます。説明資料のほうは15ページでございます。

企画調整事務に関する経費でございます。主なものにつきましては、54、55ペ

ージでございます。予算説明資料のほうは16ページになります。総合計画推進

事業経費でございますが、令和４年度につきましては、前期のアクションプロ

グラムの最終年度となります。ここで５年度のスタートに向けて後期アクショ

ンプログラムを策定するための業務委託を計上しております。 

 また、（４）定住少子化対策支援事業でございます。こちらの中の負担金補

助及び交付金でございますが、こちらのほうに新たに新規事業として学生向け

の入居者支援を計上しております。民間賃貸住宅家賃補助という中に含めて取

り組んでいくものでございます。 

 続きまして、56、57ページでございます。中段下になりますが、新たな事業

として（８）でございます。チルドレンファースト推進事業でございます。予

算説明資料は16ページになります。子供の目線を基にですね、様々な発想をま

ちづくりを進める中で実現可能なものにしていくというための予算でございま
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す。 

 続きまして、58、59ページでございます。（２）のＳＤＧｓ推進事業が新た

な事業として進めるものでございます。こちらのほうにつきましては、官民連

携のいわゆるプラットフォームを構築しながら協働・連携によるまちづくりを

進めていくための事業経費でございます。主に、そのパートナー制度支援のシ

ステムの使用料でございます。そして、（１）のまち・ひと・しごと創生事業

の中の県西地域活性化プロジェクト推進事業でございます。こちらは継続事業

の３年目、２年目の事業展開となります。委託料に書いてあるものが主なもの

でございます。 

 続きまして、60ページ、61ページ、予算説明資料につきましては17ページで

ございます。町政連絡費でございます。こちらのほうにつきましては、行政協

力委員及び自治会活動に要する経費によるものでございます。新たな取組とい

たしましては、13使用料及び賃借料がございます。いわゆる自治会長デジタル

ツール使用料でございます。こちらのほうはですね、今インターネットにつな

がっている自治会長さんのアンケートの中では、18の自治会長様がですね、イ

ンターネットにつながっているというところで、残りの自治会長につきまして

は、今までどおりで紙ベースでいろんな情報交換をしたいというような情報を

頂いている中で、その18自治会のインターネットにつながる環境を基に町がで

すね、タブレットをお貸しし、いろんな情報を提供していくと。その中で、い

わゆるメール、あるいはワード、写真、エクセルなどのツールを活用し、情報

の共有化を図る、感染症対策にも取り組むという観点で進めていくものでござ

います。 

 続きまして、電算管理費になります。こちらのほうは17ページですね。主な

電算管理費につきましては、住民情報システムの管理経費でございますが、神

奈川県町村情報システム共同組合の負担金が主なものでございます。また、こ

の中にはですね、別に、組合で対応できない事業のいわゆる端末の保守、いわ

ゆるアウトソーシング、ＯＣＲの機器や、あるいはプリンターの保守というも

のをここに計上させていただいているものでございます。（２）の財務会計端
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末機器につきましては、予算・決算等の事業の運用、またその他のサポート、

保守によるものでございます。（３）の電子自治体推進事業でございますが、

いわゆる県及び各県市町村のですね、共同で申請や届出の手続を電子化し、ま

た行政間の相互の接続を推進していくというような取組の経費でございます。 

 続きまして、62、63ページでございます。電算管理費の（４）庁内ＬＡＮの

関係でございます。こちらは、役場内の各種のサーバー、町職員のパソコン、

庁内のＬＡＮなどの事務機器あるいは回線、それらの維持管理に係る経費、ま

たですね、本年度新たにテレワークやウェブ会議用として事務用の備品を一部

購入し、感染症対策にも取り組んでいるものでございます。その経費といたし

ましては、17備品購入費でございます。事務用備品、これが新たなウェブカメ

ラやテレワーク用の機器の購入費でございます。 

 続きまして、下の段の交通防犯安全対策費でございます。こちらにつきまし

ては、交通・防犯・安全に要する経費といたしまして、64、65ページでござい

ます。（２）の交通指導隊の事業運営費でございます。そして（３）の交通安

全啓発事業でございます。こちらのほうはですね、継続的な事業でございます

が、安全運転意識の向上と犯罪抑止を目的にですね、ドライブレコーダー等の

設置などをまた促進していくというような経費でございます。 

 防犯活動事業につきましては、次のページになりますが、66、67でございま

す。新規事業といたしまして、上段にあります詐欺被害防止電話購入補助金が

新たな事業でございます。いわゆる自動通話録音機能を備えた電話機器の購入

に対する補助というものを取り組んでいくものでございます。 

 続きまして、地域公共交通対策費でございます。こちらにつきましては、説

明資料は18ページになります。主な継続事業といたしましては、負担金補助及

び交付金に記載のとおりでございます。なお、１つ新規事業といたしまして、

地域公共交通会議への負担金でございます。会議体に直接負担をするものでご

ざいますが、こちらは法令に基づく地域公共交通計画の策定に取り組むための

経費でございます。その計画に入れ込む中でですね、今回ＡＩデマンドの取組

も併せてその計画の中で進めていくというような記載をしていくものでござい
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ます。以上でございます。 

税 務 課 長  続きまして、項の徴税費、目の税務総務費でございます。税務管理事務に関

する経費でございますが、新たに負担金といたしまして軽自動車税システム改

修費負担金を計上してございます。これは、軽自動車税の登録や廃車などの情

報について、市町村と軽自動車税検査協会との間で紙媒体によって情報提供し

ているものをデジタル化するもので、令和５年１月の稼働を予定しております。

神奈川県町村情報システム共同事業組合へ支出するものでございます。 

 目、賦課徴収費では、予算書の69ページになります。中段辺り、（３）固定

資産評価事業の委託料の３つ目になります。土地鑑定評価業務委託料でござい

ます。次回、令和６年度の評価替えに向けて、基準日となる令和５年１月１日

現在の標準地、80か所の鑑定評価を行うため、増額となっております。 

 負担金補助及び交付金の空中写真共同負担金は、３年ごとに撮影をしており

ます空中写真について、次回の評価替えの基準となる令和５年１月１日時点の

状況を撮影するもので、県下18自治体が一括委託をすることで、経済的かつ効

率的に取得できるようになっております。また、神奈川県町村情報システム共

同事業組合負担金は、これまで使用してまいりました家屋評価システムが令和

９年度の評価替えに対応できないことが判明したため、令和４年７月にシステ

ム変更を行う予定であり、賦課システムとの連携作業等が必要となることから、

システム組合へ支出するものでございます。複数の自治体が行うため、導入費

分の330万円の２分の１は自治基盤強化総合補助金で賄われ、保守分の23万

7,600円については町単費となる見込みでございます。以上でございます。 

町 民 課 長  続きまして、項３、戸籍住民基本台帳費、目１、戸籍住民基本台帳費、説明

資料の18、19ページでございます。戸籍住民基本台帳事務に要する経費で、住

民票や戸籍、個人番号カードの交付のための費用でございます。 

 70、71ページを御覧ください。戸籍電算システム管理費は、法改正に伴う戸

籍電算システム改修委託料や、戸籍電算システムの賃借料と戸籍クラウド等の

利用料でございます。会計年度任用職員給与費は、窓口サービス従事者報酬３

名分でございます。以上です。 
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政 策 推 進 課 長  それでは、選挙費でございます。選挙管理委員会費等によるものでございま

す。新たな選挙といたしましては、参議院議員選挙に伴う経費を70ページ、71

ページに記載させていただいてございます。 

 そして72、73ページでございます。県知事及び県議会議員選挙費によるもの

を計上をさせていただいているものでございます。 

 続きまして、74、75ページになります。統計調査費でございます。説明資料

のほうにつきましては、19ページになります。こちらの２になりますが、基幹

統計調査事務経費につきましては、国の行政機関が作成する統計のうち、総務

大臣が指定する特に重要な統計ということで、10分の10の補助事業となってい

るものでございます。 

 続きまして76、77ページでございます。款、項、監査委員費でございます。

こちらにつきましては、監査活動、毎月の例月、定期監査、そして決算、団体

監査などなど活動に伴う経費として計上をさせていただいているところでござ

います。以上です。 

福  祉  課  長  それでは、款の３、民生費、項の１、社会福祉費の説明をさせていただきま

す。 

目の１、社会福祉総務費では、職員給与費のほか、予算書78、79ページにな

りますが、健康福祉センターの指定管理委託料及び町社会福祉協議会の補助金

を計上しております。この指定管理につきましては、令和８年度まで松田町社

会福祉協議会に指定管理をお認めいただいているところでございます。 

 80ページ、81ページになります。説明資料は引き続き20ページでございます。

05感染症対策事業として、高齢者移動手段確保助成金、いわゆるタクシーの初

乗り運賃補助について、コロナ禍における高齢者等の外出支援を引き続き行っ

てまいります。 

 その下、繰出金に要する経費では、国民健康保険事業特別会計及び介護保険

事業特別会計に法定割合に基づく繰り出しをそれぞれ行います。継続事業とい

たしまして、４番、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業でございます。令

和３年度に引き続き、コロナ禍における様々な困難に直面した方々が速やかに
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生活、暮らしの支援を受けられるように、住民税非課税世帯等に対する10万円

の給付を支給するための経費でございます。 

 続きまして目の２、老人福祉総務費でございます。予算書では82、83ページ

をお願いいたします。中段でございます後期高齢者医療運営事業では、後期高

齢者広域医療連合へ負担する経費及び後期高齢者医療特別会計への繰出金を計

上しております。その下、敬老会関係では、敬老祝金及び敬老会開催に関わる

経費を計上しております。その下の高齢者の生きがい事業では、松田町シルバ

ー人材センターの職員の人件費用のうち半額を負担するものでございます。 

 予算書84、85ページでございます。新規拡充事業といたしまして、高齢者等

見守り事業では、町内の独居高齢者のうち、身寄りのない方を中心に、従来の

電話方式の見守りのほか、ロボットやデジタルツールを利用した見守りを行っ

て、安全・安心を推進してまいります。 

 目の３障害者福祉費でございます。重度障害者医療費といたしまして計上し

ている経費は、障がい者手帳などをお持ちの方のうち重度の方の医療費扶助費

を、03障害福祉サービス等給付事業では、補装具費を含めた障がい福祉サービ

スの給付費を計上しております。 

 予算書86、87ページでございます。04地域生活支援事業につきましては、障

がい者の方の地域における日常生活の支援を行うものでございます。05障害者

機能訓練・社会参加支援・啓発事業は、障がい者の就業、生活支援センター事

業運営費負担金として、障がい者の職業生活における自立支援を目的とした相

談事業支援等を行うための経費などでございます。地域活動支援センターは、

施設利用者の創作活動等の機会の提供などの支援を行ってまいります。 

 予算書でございます、88、89ページ、上段でございます。目の４、国民年金

費では、国民年金事務に要する経費を計上しております。 

 民生費、社会福祉費の説明は以上でございます。 

子育て健康課長  続きまして、予算書88、89ページ、一般会計予算説明資料では21ページを御

覧ください。款３、民生費、項２、児童福祉費、目１、児童福祉総務費でござ

います。児童福祉総務費は、乳幼児を育成するために必要な助成支援について
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の事業でございます。この中で拡充事業といたしまして、89ページの扶助費の

小児医療費を御覧ください。この事業は、対象を高校生の18歳まで拡充した予

算計上でございます。 

 そのほかの拡充事業は、91ページのほうを御覧ください。一番下に会計年度

任用職員報酬、児童相談員報酬がございます。増額いたしまして、児童相談事

業体制を強化するための予算計上をしてございます。一般会計予算説明資料で

は22ページの会計年度任用職員給与費になります。 

新規事業といたしましては、93ページを御覧ください。一般会計予算説明資

料では22ページになります。感染症総合対策事業費、負担金補助及び交付金の

中で、ふたり親家庭等支援金と子育て応援給付金を予算計上してございます。

ふたり親家庭等支援金は、コロナ禍で収入減少などの影響により低所得となら

れた子育て世帯に対する予算計上でございます。子育て応援給付金は、０歳か

ら１歳児を養育されている子育て世帯に対し、経済的な負担軽減及び健全な育

成支援を図るための支援としての予算計上でございます。 

 続きまして、目２、児童措置費でございます。児童を養育するための扶助や

就労家庭の乳幼児を預かる保育所に対しての委託料や補助金の支給を行ってお

ります。この中で、新規事業といたしまして、95ページを御覧ください。一般

会計予算説明資料では23ページ上段になります。感染症総合対策事業の保育環

境改善等事業補助金と、保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業補助金が

ございます。この２つの補助金は、保育所等において感染対策を徹底し、事業

を継続するための経費補助、コロナ禍において最前線で働く保育士などの処遇

改善の実施を目指す国の事業でございます。この事業に対しての国の補助金は、

保育環境改善等事業補助金が２分の１、保育士、幼稚園教諭等処遇改善臨時特

例事業補助金は10分の10となっております。 

 続きまして、96、97ページを御覧ください。款４、衛生費、項１、保健衛生

費でございます。乳幼児から後期高齢者までの健康管理事業と、新型コロナウ

イルス感染症対策事業がございます。新規事業は、99ページを御覧ください。

99ページ下段から101ページの上段の目２、予防費の母子保健事業負担金補助
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及び交付金の出産タクシー助成金と出産サポート事業助成金になります。一般

会計予算説明資料では23ページの母子保健事業になります。近隣に産院がない

状況の中、妊婦さんが安心して出産に臨まれるようサポートするための事業で

ございます。このほかに新規事業といたしまして、19扶助費の新生児聴覚検査

助成金がございます。この事業は、出産後産院で行う聴覚検査に対しての助成

事業となっております。 

 また、予算書103ページ、一般会計予算説明資料では24ページを御覧くださ

い。新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費は、昨年度同様に新型コロ

ナウイルスワクチン接種体制整備事業及び新型コロナウイルスワクチン接種事

業をそれぞれ予算計上してございます。 

 担当する箇所の説明は以上でございます。 

環境上下水道課長  それでは、目３、環境対策費でございます。説明資料では24ページの中段で

ございます。予算書は104、105ページの下段をお願いいたします。４、鳥獣防

除対策事業、拡充事業となります。従来から実施しております有害獣防止柵の

設置補助などに加えて、令和３年度から繰り越して建設を予定しているジビエ

処理加工施設の運営に要する経費を計上しております。 

 106、107ページをお願いいたします。６、再生可能エネルギー利用促進事業

で、新規事業、電気自動車充電用設備設置工事につきましては、脱炭素社会の

実現に向けた電気自動車の普及促進及び災害時への備えとして、公共施設等に

電気自動車の充電用設備を設置するものでございます。 

 次に拡充事業としまして、スマートハウス整備促進事業費補助金でございま

す。地球温暖化対策として再生可能エネルギーの利用及び省エネを促進するた

め、住宅用太陽光発電設備ＨＥＭＳ、省エネ給湯システムの導入に対する費用

の一部の補助を行うものでございます。 

 その下、木質バイオマス利用促進事業補助金、こちらにつきましては、新た

に設立する団体に対し支援を行うための補助金でございます。 

 次に８河川・水路自然浄化対策推進事業でございます。水源環境保全・再生

事業調査委託料につきましては、生態系に配慮した河川・水路の整備及び効果
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の検証に係る事業でございまして、県の水源環境税を活用した寄河土川下流部

の事前調査、計画策定を行うものでございます。 

 次に、４衛生費、２清掃費、目、塵芥処理費でございます。108、109ページ

をお願いいたします。上から２行目、足柄東部清掃組合負担金につきましては、

一般廃棄物の共同処理を行うため、中井、大井、松田の３町で構成する足柄東

部清掃組合の運営や、廃棄物処理についての費用に対する負担金でございます。 

 その下、あしがら上地区資源循環型処理施設整備調整会議負担金でございま

す。足柄上地区１市５町の廃棄物処理の広域化に向けた検討及び調整に係る事

務局職員の人件費及び事務費に対する負担金でございます。 

 次に３ごみ減量推進事業です。消耗品がございますが、この中にですね、新

規事業として循環型社会の形成に向け、廃棄物の減量化及び再資源化を図るた

め、町民へ配布する家庭用コンポスト及びペットボトル圧縮機等の購入に係る

経費が含まれております。 

 ４、廃棄物収集運搬事業につきましては、委託料、町内で排出される燃やす

ごみ、不燃ごみ、資源ごみなど、一般廃棄物を適正に処理するため、収集運搬

業務を委託するための経費でございます。 

 次に、４衛生費、２清掃費、２し尿処理費でございます。合併処理浄化槽整

備費補助金でございます。河川等の水質向上を図るため、単独処理浄化槽及び

汲み取り便槽から合併処理浄化槽へ転換を行う際の費用の一部を補助するもの

でございます。 

 110ページ、111ページをお願いいたします。足柄上衛生組合負担金でござい

ます。足柄上地区１市５町で構成する足柄上衛生組合のし尿処理施設、足柄衛

生センターの運営に係る費用に対する負担金でございます。以上です。 

観 光 経 済 課 長  それでは、観光経済課が所管いたします主な事業について説明をさせていた

だきます。110ページ、引き続きとなります。款５、農林水産業費、項１、農

業費におきましては、予算説明資料25から26ページのほうに記載がされてござ

います。目１、農業委員会費を御覧ください。１として、主に農業委員８名の

方の報酬や関係する団体等の負担金となってございます。 
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 おめくりいただきまして、113ページでございます。目の３、農業振興費を

御覧ください。１として、一般事務経費の節18、これの最後ですね、被災農地

復旧事業補助金は、新規事業となります。増えております自然災害等の被災農

地に対しまして、復旧経費を補助するものでございます。 

 さらにおめくりいただきまして、115ページをお願いいたします。115ページ

の（３）ですね、里地里山保全・再生事業につきましては、農地・山林・集落

が一体となった里地里山の保全活動を展開されている３団体へ、県補助金の活

用により支援をさせていただいてございます。 

 また、その下（４）ですね、感染症総合対策事業につきましては、コロナ禍

や自然災害等による農業者のリスク軽減をサポートいたします農業の経営収入

保険の加入促進補助となってございます。 

 目４、自然休養村管理費におきましては、恐れ入ります、おめくりいただき

まして、117ページとなります。自然休養村管理センター、またふれあい農園

から改めまして農と交流拠点施設となっております。また、みやま運動広場、

ロウバイ園、ふれあい農林体験施設いわゆるドッグラン、こういった指定管理

等や借地等に要する管理経費となってございます。 

 おめくりをいただきまして、118、119ページをお願いいたします。項の２、

林業費、目１、林業振興費におきましては、説明資料においては26から27ペー

ジでございます。（３）として地域水源林整備事業につきましては、かながわ

水源環境保全・再生実行５か年計画に基づきまして、地域水源林と位置づけた

民有林の整備を支援いたします。 

 （４）ナラ枯れ対策事業は、新規事業となります。こちらについては、道路

沿いなどにおいてナラ枯れで倒木の危険性の高い支障木と言われるものを伐採

等いたすものでございます。 

 おめくりいただきまして、120、121をお願いいたします。款の６、商工費、

項の１商工費、こちら項の１までにおきましては、説明資料27から28ページで

ございます。目の２、商工振興費を御覧いただきたいと思います。（２）勤労

者福祉事業につきましては、住宅資金利子補助や生活資金の低率融資を実施す
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るものでございます。（３）商工振興対策事業におきましては、商工会や商工

振興会の活動を支援する補助及び産業まつりの開催委託料となってございます。 

 おめくりいただきまして、123ページをお願いいたします。（７）感染症総

合対策事業におきましては、主に町商工振興会さんが実施されております20％

のプレミアム商工振興券の発行支援で、発行総額につきましては6,000万円を

予定をしているところでございます。 

 続きまして項の２、観光費、目１、観光振興費でございます。おめくりいた

だきまして125ページとなります。（２）でございます。観光宣伝事業につき

ましては、桜まつりなどの町の主要イベントを担っていただく観光協会への補

助金や、広域連携で実施いたしておりますあしがら花火大会に係る負担金が主

なものとなってございます。 

 続いて目の２、公園管理費となります。恐れ入ります、127ページをお願い

いたします。まず（１）ですね、公園管理事務経費につきましては、西平畑公

園を除く町内の10の公園の清掃など維持管理に要する経費と、18ホール化いた

しました川音川パークゴルフ場の運営業務委託が主な内容となってございます。

（２）西平畑公園管理費につきましては、おめくりいただきまして129ページ

以降でございます。公園内の建物施設を除いたふるさと鉄道の運行、駐車場の

管理委託や、草刈り等の維持管理に要する経費、これに加えまして入園料の徴

収委託を計上してございます。（３）ハーブガーデン管理費につきましては、

特に地域振興機能が期待されますハーブ館におけます整備の保守や点検等の委

託、さらに売店等で販売いたします商品の仕入れ費、また賄い材料費、こうい

ったものが主な支出となってございます。 

 恐れ入りますが、２枚おめくりいただきまして、133ページをお願いいたし

ます。中ほどでございます。３のまち・ひと・しごと創生総合戦略推進に要す

る経費のですね、（１）県西地域活性化プロジェクト推進事業につきましては、

機械化をいたしました西平畑公園駐車場の料金システムの運用に要する経費と

なってございます。以上となります。 

議      長  暫時休憩します。                    （11時38分） 
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議      長  休憩を解いて再開します。                （13時00分） 

 議案第13号令和４年度松田町一般会計予算の引き続き細部説明を行います。 

参事兼まちづくり課長  それではですね、引き続き款の７、土木費から説明させていただきます。ペ

ージ132、133ページをお願いいたします。参考資料では28ページでお願いいた

します。 

 まず、土木費につきましては、132、133ページのですね、最下段になります。

項の１、土木管理費、目の１、土木総務費では、職員の人件費に要する経費を

記載しております。 

 次のページをお願いいたします。134ページ、135ページになります。下段の

ほうにですね、（３）地籍調査事業というものがあります。毎年実施しており

ます地籍調査事業でございます。地籍調査事業といたしましては、今年度は、

４年度は中丸、河内地内の８ヘクタールの境界立会い、地籍図等の作成をして

まいります。県費補助４分の３の事業でございます。 

 １ページおめくりください。136ページ、137ページになります。参考資料で

は29ページでございます。項の２、道路橋梁費、目の１、道路橋梁総務費の主

なものといたしましては、道路照明灯や町道５号線、上病院に向かう道路です

ね。あそこのアンダーパスのポンプ場の電気代などを計上しております。中段

のですね、下のほう、中段…下段…中段の下のほうというんですかね、十文字

橋維持補修負担金として、橋のですね、桁コンクリートの剥落の補修工事、高

欄、欄干でございます。の塗装工事などを開成町に負担金として支出するもの

でございます。この事業におきましては、国の補助55％、残りの45％を２分の

１ずつ負担するものでございます。 

 続きまして下段、道路維持費でございます。目の２、道路維持費です。道路

維持に要する経費として、町道の小規模補修、のり面草刈り委託など、通常の

維持管理を計上しております。 

 次のページ、138、139ページをお願いいたします。上段、道路補修事業とい

たしましては、生活道路、道路安全施設、舗装工事など、町道の補修工事を中

心として計上しており、箇所づけといたしましては町道２－９号線、田代団地
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線、川音川左岸生活道路、町道５－６号線、町道寄11号線などの安全施設工事

を計上しております。これらの工事につきましては、参考資料１、工事予定箇

所説明資料の７ページから15ページに平面図及び標準横断図を記載しておりま

すので、後ほど御高覧ください。 

 次に、中段、目の３、道路新設改良です。道路新設改良事業として、用地取

得に伴う登記資料作成や、ＪＲ東海との協定による町道19号線町屋踏切工事、

また先ほど財政課長から説明がありました６ページに第２表、継続費に記載さ

れているとおり、令和４年度、５年度の工事委託を継続事業にて踏切の拡幅工

事を実施してまいります。国庫補助事業として55％補助でございます。また、

城山地区から山北境までの1.1キロ、松田庶子線の道路詳細設計、国費50％、

定住化を求めるための民間の土地の利活用を有効に資するための接道要件など

の調査を行ってまいります。 

 続いて、道路の拡幅工事としては、10－１号線道路改良工事、19号線道路改

良工事を行っております。参考資料１、工事予定箇所資料の16ページから20ペ

ージに平面図及び標準断面図を記載してありますので、御高覧ください。併せ

て、改良が予定されている路線の用地取得、建物調査費も計上してあります。

10－１号線の道路改良につきましては、50％の国費の補助対象事業でございま

す。 

 続きまして、下段、目の４、橋梁維持費では、橋梁維持に要する経費、橋梁

定期点検委託は、国費55％で、法で定められている５年ごとの橋梁の点検を14

橋予定しております。 

 最下段になります。項、河川費、目、河川総務費でございます。次のページ、

140、141ページをお願いいたします。河川の維持に係る費用を計上してありま

す。 

 続きまして中段、今度参考資料の２のページで申しますと29ページでござい

ます。項の４、都市計画費、目の１、都市計画総務費では、令和３年、４年で

県下一斉に実施しております都市計画基礎調査、県費50％補助の調査を実施し、

市街化区域の見直しの基礎資料を作成するものです。 
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 次に、同じく委託料のところでございます。立地適正化計画の改定は、水害

や土砂災害の情報から防災指針を取り入れた計画に見直しをするもので、国費

50％を頂いて実施するものでございます。なお、その下の用途地域見直しに係

る都市計画図書の作成業務は、住宅地に工場が建ち並びのある区域に、既存の

施設を活用した改築ができるよう、用途変更や地区計画を検討するものです。

さらにその下ですね、耐震関係では、木造耐震化推進のため、１部屋耐震とし

て耐震ベッドなどの減災に向けた補助金を新たに計上しております。国・県の

補助金で、４分の３でございます。 

 次のページをお願いいたします。142、143ページになります。引き続き項の

４、都市計画費、目の１、都市計画総務費でございます。参考資料のページで

は29ページでございます。新松田駅周辺地域促進支援及び設計業務、補助率３

分の１でございます。令和４年に再開発準備組合設立に向けて、地権者、町を

支援し、民間事業者、協力者との調整を行い、集約施設等の建設に向けた取組

を促進させます。また、北口駅前広場の基本設計を行い、警察協議や各種交通

事業者との協議を行い、広場の面積、機能を検討し、設置施設を定めてまいり

ます。さらに、駅前の周辺整備事業に備え、基金の積立てを行います。 

 続きまして、目２、都市整備事業費では、新松田駅南口駅前広場整備事業で

ございます。補助率50％でございます。新松田駅南口の建物工作物調査、用地

買収、損失補償などを計上してあります。南口駅前広場の事業では、用地取得

を最優先として、今後も粘り強く交渉してまいります。 

 中段、目の３、都市排水路費では、中河原地内排水路土砂撤去を計上させて

いただいております。工事箇所は小田急線と排水路が横断する箇所で、土砂に

より水路が閉塞した場所であります。参考資料１の工事予定箇所資料の21ペー

ジを御高覧ください。 

 続きまして目の４、下水道費です。下水道事業特別会計繰出金として、これ

は平成４年から下水道事業122件分の長期元利返済償還金などに充当するもの

です。 

 続いて、項の５、住宅費です。目の１、住宅建設費。家屋購入費及び町営住
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宅基金積立てとして計上しております。 

 以上で土木費の説明を終わります。 

政 策 推 進 課 長  それでは、款、消防費でございます。ページ144、145ページになります。項、

消防費でございます。主なものにつきましては、常備消防に要する経費という

ことになります。こちらにつきましては、説明資料は30ページになります。こ

ちらのほうは、用地、これは小田原市の消防本部へのまず事務委託に伴う負担

金や、今回は新たに町の消防の松田分署の建替えのための土地購入に係る経費

として計上をさせていただいているところでございます。 

 続きまして、非常備消防に要する経費でございますが、拡充事業といたしま

して、消防団運営事業。消防団員の年額報酬等に伴うものが主な拡充事業でご

ざいます。 

 続きまして、消防施設費でございます。ページにつきましては146、147ペー

ジになります。説明欄の（２）庁用車管理経費でございます。備品購入費とい

たしまして、25年が経過し、更新時期となったことにより、今回消防団第６分

団消防車用の購入費を計上しております。 

 また、２、消防施設整備に要する経費の中の消防施設の工事請負費がござい

ます。第６分団詰所施設整備工事を令和４年度に行うものでございます。建設

からですね、約40年が経過し、老朽化して、こちらにつきましても公共施設の

管理計画に位置づけている事業として、今回計上しているものでございます。 

 続きまして、災害対策費でございます。ページ148、149ページになります。

説明欄（３）になります。主なものにつきましては、自主防災会育成強化事業

や、（４）防災資機材等の整備事業によるもの、また防災無線の管理事業など

によるものでございます。新たにですね、（６）としまして、感震ブレーカー

設置推進事業でございます。簡易型のですね、感震ブレーカーを町民の皆様に

配布をし、通電火災による被害拡大を防止するための取組の一つとして行うも

のでございます。 

 次にですね、一番下の（７）感染症総合対策事業になります。ページ150ペ

ージ、151ページになります。こちらにつきましても、避難所用にですね、消
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耗品、備品等の購入のための、合わせて100万円を計上しているものでござい

ます。以上でございます。 

教  育  課  長  それでは、予算書150ページ、151ページをお開きください。説明資料は31ペ

ージをお願いします。なお、説明資料につきましては、31ページから36ページ

上段まで続きますことを申し添えます。 

 款９、教育費、項１、教育総務費、目の教育委員会費でございます。教育委

員会費につきましては、教育委員４名分の報酬が主なものでございます。 

 次に目２、事務局費になります。事務局職員、幼稚園職員、教育長の人件費

が主なものでございます。 

 少しページを送りますが、158、159をお願いします。158、159でございます。

中段の（11）学校ＩＣＴ推進事業につきましては、小学校１年生から中学校３

年生まで配備したタブレットほか、機器の維持管理経費や授業を効果的にサポ

ートする支援員の配置に係る経費でございます。 

 次に、同じページの下段、（14）寄地区幼稚園・小学校の在り方に関する経

費でございます。新規事業でございます。これにつきましては、これまで説明

したとおり、中学校統合から３年を経過した時点で改めて検証を行い、必要に

応じて対応するということを示したものでございまして、昨年アンケートを実

施しました。その後、座談会を開催した後に、今後の方向性を確認するために

検討委員会を設置し、その運営に要する経費を計上させていただいております。 

 続きまして、予算書162、163ページの上段をお願いします。目、寄小学校費

になります。（１）学校管理運営に要する経費としましては、児童がより安全

で快適な学校生活を送る中で、学力向上と心の育成に努めるための学校運営に

要する経費でございます。主なものとしましては、会計年度任用職員給与費で、

学校用務員ほか学校に関わる職員の方たちの報酬、期末手当の経費でございま

す。なお、この経費につきましては、今後の、同様に松田小学校、松田中学校

についても予算計上をしております。 

 予算書165ページをお願いします。中段より少し上、（５）感染症総合対策

事業でございます。こちらにつきましては、消耗品、備品購入費を計上させて
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いただいております。国２分の１の補助でございます。この後の松田小学校、

松田中学校につきましても、国の補助金２分の１を活用しまして、予算計上を

させていただいております。 

 次に、同じページ、165ページの中段、２、教育振興事務に要する経費でご

ざいます。こちらの経費につきましては、講師謝礼、各種研究会資料代、そう

いったものの経費でございます。また、各学校における就学援助費につきまし

ても、この教育振興管理経費で予算計上をしております。この後のページの各

学校、幼稚園も同様な経費を計上しております。 

 165ページの下段、給食に要する経費でございます。会計年度任用職員の給

与費が主なものでございます。こちらの経費につきましても、同様に松田小学

校、松田中学校も給食に要する経費として予算計上をしております。 

 次のページ、167ページをお願いします。目、松田小学校費になります。減

額となった要因といたしましては、松田小学校校舎建設事業の減のためでござ

います。令和２年度から令和３年度に校舎建設工事が完成したものによるもの

でございます。 

 続きまして、171ページをお開きください。171ページ、中段より少し下、松

田小学校の工事請負費がございます。こちらにつきましては、令和４年２月か

ら令和５年２月に旧校舎の解体及びグラウンドの造成工事を行う経費でござい

ます。校舎解体工事と太陽光設備整備工事、あと校舎の工事監理委託料でござ

います。 

 同じページ、171ページの目、松田中学校費でございます。増の要因としま

しては、昭和46年３月に建設した校舎等の大規模改修を令和５年、令和６年度

に実施するための調査設計に要する経費といたしまして、設計委託料を見させ

ていただいたものでございます。 

 177ページをお開きください。次の目、松田幼稚園費でございます。令和４

年度の在園児数の見込みにつきましては、103人でございます。３歳児32名、

４歳児34名、５歳児37名、合計103人でございます。年少・年中・年長、それ

ぞれ２クラスで計６クラスとなる見込みで進めております。幼稚園の運営につ
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きましては、園長以下副園長、教諭、支援教諭、運転手、警備員でございます。

予算につきましては、校医の報償、支援教諭の報酬、こういったものが主なも

のでございます。 

 179ページの中段をお開きください。御覧ください。（２）庁用車管理経費、

こちらにつきましては幼稚園バス及び給食車の管理運営に関する経費でござい

まして、令和４年度は松田幼稚園送迎用バス１台の購入、買替えにかかる経費

を計上させていただいております。このバスにつきましては、購入から25年経

過し、更新時期となったバスでございます。園児送迎に対しましては、より安

全性を早急に確保いたしたく、計上させていただいたものでございます。園児

39人乗りのバスでございます。 

 次のページです。181ページをお開きください。中段より少し上、寄幼稚園

費でございます。令和４年度の在園園児数の見込みにつきましては、９人でご

ざいます。年少２人、年中３人、年長４人の１クラスずつの編制を予定してお

ります。 

 次のページ、183ページをお願いします。次の項の社会教育費でございます。

この社会教育費の増の要因としましては、生涯学習センターの改修工事に関わ

る経費を計上したものでございます。１の目、社会教育総務費でございます。

主な支出としましては、社会教育委員14名分の報酬でございます。予算書183

ページから184ページにかけての（３）地域学校協働活動推進事業、こちらに

つきましては、寺子屋事業のものでございます。子供の居場所づくりとして、

小・中学校が土曜日の休日に地域の方の協力により様々なプログラムを実施、

子供たちにとってより豊かな教育活動ができる支援をするための経費でござい

ます。県補助を活用して実施しております。 

 次に、中段、目２、青少年教育費でございます。この２年は、中学生交流洋

上体験事業、青少年交流キャンプを実施できませんでしたが、来年度予算につ

きましては、ここで予定をさせていただいております。 

 187ページをお願いします。３、図書館費でございます。主なものは、（２）

会計年度任用職員給与費でございます。12、委託料の図書館パソコン保守管理
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費は、図書検索システムの保守管理に関わる経費でございます。その他、貸出

し図書の検索パソコン、またパソコンの保守委託や貸出しする図書の購入費が

ここの予算で見ております。 

 同じページの４、文化財費でございます。主なものとしましては、文化財保

護委員５名分の報酬であります。歴史講演会、民俗芸能伝承教室を継続して実

施いたします。 

 次のページ、189ページをお願いします。次の目、５番、生涯学習センター

管理費でございます。拡充事業として、中段より少し下です。14、工事請負費

では、生涯学習センター改修事業としまして、安全確保を目的とします館内の

エレベーター、11人乗りなんですが、11人乗りのエレベーターを取替え工事を

するものでございます。また、大ホール設備につきましては、舞台機構のリミ

ットスイッチの更新工事を行うものでございます。なお、エレベーターにつき

ましては、県補助を充当して実施を予定させていただいているものでございま

す。 

 次のページ、191ページをお開きください。保健体育費でございます。増の

要因としましては、次のページ、193ページをお願いします。中段より少し上、

（３）スポーツツーリズム推進事業、こちらが増の要因でございます。スポー

ツを観光資源とした地域活性化を図ることを目的として、スポーツコミッショ

ンを設立するための準備経費でございます。 

 説明は以上になります。 

政 策 推 進 課 長  それでは、公債費になります。ページ194、195ページでございます。説明資

料のほうは36ページになります。 

元金でございますが、222ページを参照いただきながらですね、件数でござ

いますが、124本が今回元金の件数となってございます。続きまして利子につ

きましては、166本の利子になってございます。 

 続きまして、197ページになりますが、投資的事業の概要をここに掲載させ

ていただいてございます。 

 また、198、199ページにつきましては、節の別ですね、集計表を掲載してご
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ざいます。 

 200ページから215ページにおきましては、給与費明細書を添付させていただ

きました。 

 そして217ページにつきましては、継続費についてでございます。こちらに

つきましては、土木費と教育費における事業を掲載してございます。 

 続きまして218ページから220ページにつきましては、債務負担行為として掲

載をさせていただいております。 

 そして221ページにつきましては、地方債の前々年度末における現在高並び

にですね、前年度末、そして当該年度末における現在高の見込みの調書でござ

います。 

 そして222ページからですね、先ほどの元利償還の部分の235ページまででご

ざいます。元利償還金のですね、内訳を添付させていただきました。 

 そして最終ページ、482ページにですね、各会計のですね、歳入歳出予算の

一覧表を添付させていただきました。 

 以上で説明のほうを終わりにさせていただきます。 

議      長  細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。本日の質疑につきまし

ては、款項を中心とした質問など、比較的大きな質問とさせていただきます。

質疑のある方は挙手をお願いします。 

１０番 齋  藤  ２点だけお願いします。まずは１点目はですね、さきに６番議員が一般質問

で聞いておりましたけど、この消防署のための土地購入、この辺のことで、あ

の広さのものがちょっと町の中あるかなという、常に私も考えていたんですけ

ど、なかなか見当たらないなと。予算立てする上では幾つか候補を持ちながら

予算立てをされたのかなと察するところではございますけれども、その辺がも

し分かるようでしたら教えていただきたい。 

 もう一つはですね、寄のグラウンドの工事は人工芝にするというようなこと

が出ていたと思うんですけれども、その辺の内容が分かればお願いします。 

町      長  多分この時間は、多分私と皆さんとの大切な時間だと思うので、私のほうで

回答をさせていただける分は回答させていただきます。 
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 消防署の土地の目安というお話が１点目ありましたけども、ここというのは

ないんですけども、一番やはり松田町だけではなくて、分署というような話を

したとおりですね、山北または中井、また寄、また大井町に出やすい場所とい

うようなことを考えると、何となく感じるのはこの目の前の県道沿いのどこか

しらいいところがあればなというふうには考えております。そこをかいま見て

みたときには、まるまる更地として空いているところは正直ありませんという

か、ないですね。籠場橋まで行けば。籠場橋過ぎたら若干右側に空いてるとこ

ろもあったりとかしますよね。鍵和田石材さん手前とか。だから、この沿線の

ほうが場所的には一番いいのかなというのは想定はしております。ここに今回

の予算を見られて、土地購入費が１億5,000万ということで、物件補償費が5,0

00万ということで、一応タフな多分交渉になるかと思うんですけども、やはり

町としては必要な分署として、町内というか、やはり比較的高いところに置い

ておかないと、溶岩流だとか何かいろいろなこともありますから、そういった

点で近隣の首長さんたちにも御理解いただきながらですね、この立地、松田町

というか、たまたまこの全体からすると松田町の場所にこれが必要だというふ

うに御理解いただきながら、責任持ってやっていきたいというふうに考えてお

ります。ですから、ここというのは、まだいまのところない。 

 ２つ目、寄のグラウンドの人工芝化の話です。やはり御存じのように、あの

場所は地域の方々にグラウンドを、土地を借りているということもありますの

で、思いがあってもですね、皆さん方にそれがちゃんと伝わって、御理解をい

ただかないと前に進めないというふうなことは承知をしております。また、承

知を今度いただいたにしても、やはり地方創生の予算だとか、なるべく単費を

とにかく使わないように、補助金を取っていきたいということもありますので、

まずは令和４年にはですね、我々もしくは職員と一緒に、地元の方々と相談を

しながら、時間をかけていろいろ話をしていきたいという時間に令和４年はし

ていきたいというふうに考えています。以上です。 

１０番 齋  藤  まず、１点目の消防署の件ですけど、本当に松田町としては置いておきたい

部分だと思いますよね。町長言われたように、どこに置くんだよという場所が
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ほとんどないような状態なんですけど、どこかどかさなきゃいけないのかなと。

でも、実際に物理的にその広さがないと、どうにもならないことなので、この

予算立てされてるということは、どこか、幾つかの候補があられるのかなとい

うふうに感じてたもので、二つ三つあって、交渉しながら、いっていきながら、

多少値段だとかいろんな相手側の要望とかのことを聞きながら進めるのかなと

思ったんですけど、今の時点で何もないということですね。そうすると、なか

なか難しい状態のまま、これが予算化されても進むのかなという部分。せっか

く予算化して、もう町民としてはあってほしい。要望が多分あると思います。

安心・安全のために、やっぱり消防署が近くにあるというのがものすごく安心

することなので、できるだけ町内で欲しいですよ。大井町なんか、結構田んぼ

がいっぱいあったりして、場所があるので、このままないですと言っていった

ら、持っていかれちゃうんじゃないかって懸念するところなんですよ。ですの

で、早急にこの辺は対応していかないと、ちょっと心配だなというふうに感じ

ます。どこか本当に予測してあれば、どかしてまでもっていうこともないかと

思うんですけど。できるだけその辺をお願いしたいんですけど。 

町      長  ありがとうございます。多分、齋藤さんちのおうちの近くになるなのか、あ

の辺、感じの地域の方々にお願いするなのかというふうなのは、これからの交

渉の中にあってくると思います。そういった点でいくとですね、やはり我々だ

けではなかなか難しい、説得工作…工作といいましょうかね、説得のお願いだ

とか難しいことも十分にあろうかと思います。ですので、その節にはですね、

お力添えをいただきたいなというふうに思っていますし、今おっしゃるように、

松田で最終的に、これも期限というのはどうしてもあるこの事業です。松田町

だけの事業じゃありませんし、広域でやっているものですし、その点では当初

の予定からすると今、２年ぐらい実はずれているんです。ということもありま

す。ですから、全体としては早めにということもあって、苦肉の策の中で、今

の施設を延命しているような状況でもありますし。ですので、本当に大変な交

渉になるのかと思うんですけれども、ぜひともですね、そういった点ではいろ

いろ考えていただいているということですから、いろんな調整をですね、図っ
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ている間に、中でいろいろ御指導いただけるとありがたいです。以上です。 

１０番 齋  藤  一応予算立てされてる以上は、町民に私たちも説明もしなきゃいけないので、

どうやって町民に希望を持たせる部分を説明しなきゃいけないのかという部分

もあるんでね、できるだけ情報を共有化して、早めに議会側に伝えていただき

たいと思うんです。よろしくお願いします。 

 それともう一つ、寄の人工芝の件ですけど、ＪＦＬの予算とかで使って、南

足柄市が造りましたよね。あれ、あと何だっけな、何の予算だっけな、スポー

ツ振興くじかな、南が造ったのが。ここにちょっと南足柄市のグラウンドの図

面を頂いてきました。これを見ますとですね、町長と前、私、寄でサッカーの

話しましたよね。少し距離が足りないという部分。二、三軒家があって、あれ

どかすのかななんて話もしてたと思うんですけれども。これ、南足柄が日本サ

ッカー協会の施設整備助成金が4,500万円なんですよ。スポーツ振興くじ助成

金が4,800万。グラウンド整備にかかるのが１億3,326万2,000円。それとです

ね、こういう設備を造ったら、更衣室とかそういうものが必要になってきます。

このグラウンドのそばに更衣室を造っているんですよ。この費用が8,239万円

かかってる。総額で２億1,500万。これだけの費用がかかるんですけど、ＪＦ

Ｌのほうへちょっと問い合わせをかけてみたんですけど、22年度までの補助金

の予定はありますよと。その次の年は分からないということなんですけれども、

松田町が造るとしたら、これ、２億1,500万、スポーツ振興くじというのは何

となくもらえるのかなとは思うんですけど、Ｊリーグのほうの、ちょっと難し

くなってきているので、早めに企画を立てないといけないと思うんですよ。と

いうのは、南足柄市があれ、出来上がったの今年ですよね。令和元年６月議会

に、その案が提案されてきたんですよ。実際、２年、３年、４年目に、３年間

かかって出来上がっているのが現状です。ですので、その辺を考えると、早め

にこの協議会を立ち上げて意見聴取をかけながら進んだという南足柄の実績が

ありますのでね、その辺をやっていかなきゃいけないと思いますし、もしあそ

こ、本気でサッカー系にするんでしたら。その辺のお考えはどうなんでしょう

かね。 
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町      長  まず、人口芝生化をやるという部分については、やはり寄地区の地域振興が

一番だというふうな認識を持って、こういった発想をしているところでもあり

ます。今の現状のグラウンドの使用率だとか使用している種目だとか、あの辺

から考えると、あとはシーズンだとかいうことが、やっぱりオールシーズン使

ってもらいたいというのもありますし、そのスポーツによってファンの人たち

がまた寄って来てくれるだとかいうことによって、できたら泊まっていただく

ことによって地場産のものを食べていただくだとか、民宿が潤うだとか、それ

がまたなりわいになることによって新しいペンションが例えばできるだとかと

いうふうなのが、その起爆剤として一つその辺を考えているところもあります。

何せ、とにかくお借りしている土地なので、そこの地主の方々に御理解いただ

いた上でのその絵が描けるというふうなこともあります。そこの辺りは丁寧に

進めていかなきゃいけないことだというのを、まず認識した上で進めていくわ

けなんですけども。「たられば」の話をするのもあれですけど、そこが本当に

地元の方がそういった意味でやるんだったら分かったと。地元の活性化なんだ

なということで、御理解いただいて進めるとなったときには、先ほど言われた

ような補助金も取りにいきたいというのは徐々に考えています。 

 あと、ｔｏｔｏの関係も、今、パークゴルフ場は、町のパークゴルフ場はｔ

ｏｔｏの予算を頂いてやらせていただきました。でも、何にしたって補助金は、

どうしても限度といいましょうかね、あるかと思うので、そこの辺りは調整を

しつつ、またサッカーといえばですね、齋藤さんもしかりですけど、後ろにい

らっしゃる方もですね、その道のプロですから、そこでよく話をしていただき

ながらやっていけるものだというふうに考えております。また、なので、サッ

カーだけにこだわらずですね、いろんな種目、例えば今、グランドホッケーだ

とかという話もありますし、人工芝であれば、今お祭りとかやられているとき

の、じゃあ駐車場になっているようなところがどうかという御心配もされてい

るところもありますけども、駐車場としては車をとめていただくことも可能だ

というような話もありますから、あそこはやっぱりオールラウンドで使えるよ

うな格好の中での人工芝生化を図ってまいりたいというふうには考えておりま



35 

 

す。以上です。 

１０番 齋  藤  お答えありがとうございます。ただ、町長ね、何かに特化していかないと来

ませんよ、基本的に。サッカーなのか、ラグビーなのか。今回、オリンピック

いろいろやったりして、それぞれの競技で皆さん感動を得られたと思うんです

よ。スポーツのすばらしさを知ったと思います、さらに。その辺で、一つのや

っぱりものに集中してやってくると、そういうプロ選手が生まれてくる地域と

してもなります。隣の山北町が、どこか東北のほうの何とか山北町と提携して

ますよね。あそこで生まれた…この前の。スノボの歩夢君というの。彼はあの

町出身ですよね。この前たまたま隣町の町長とお会いしたら、オファーをかけ

てると。こっちに呼んできてもらうと。みんなに、町民に感動の話でもしてい

ただきたいということを言われていたので、プロフェッショナルを生むには、

やっぱり特化したものを造らなければ、うまくいかない。あの夏の東京オリン

ピックでも、スノボじゃなくて、スケボのほうで14歳の子とか、メダル取った

りしてますよね。やっぱり施設があるからできてることなので、特化したもの

を造っていく。そうしないと、あれもこれもそれもと、マルチ的なものだと、

なかなかいいものは生まれてこない。確かに全員に楽しませるにはいいのかも

しれないんですけど、できたら特化した部分を造っていただいて、松田の選手

だと町民が誇りを持てるようなものを生み出していければなと私は考えるんで

すよ。その辺、お願いしたいと思うんですけれども。 

町      長  地域振興がちょっと、申し訳ないんですけど先に立ってるところは正直あり

ます。ので、その延長上というか、その議論の中でですね、おっしゃるのは本

当によく分かるんです。本当に。ただ、そこで…まあ人づくりをするに当たっ

て、あまり収支の話はできない部分もありますけどもね、そこの部分は今後と

にかく進めていく中で、やっぱりプロを育てるためには本物の施設でやっぱり

育てていかなきゃいけないのは重々に分かってますから、そこら辺のお話もで

すね、含みつつ検討してまいりたいということでよろしいでしょうかね。お願

いいたします。 

１０番 齋  藤  ありがとうございました。 
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議      長  ほかには。 

１ 番 唐  澤  質問は１点です。93ページの子育て応援給付金、該当する子育て世帯がある

かどうか、ちょっと分からないんですけれども、こちらの給付金は税金が滞納

されている子育て世帯にも行き届くよう予算編成なのか教えてください。 

６ 番 井  上  今みたいな個別の質問ですと、先ほど議長が言われた質疑内容のほうはちょ

っと異なってしまうんではないかなと私は感じましたが、議長の判断をよろし

くお願いいたします。 

議      長  ちょっと節のほうの部類に入るんじゃないかと思いますので、できましたら

特別委員会のほうで細かい質問をお願いしたいと思うんですが、いかがでしょ

うか。（「分かりました。」の声あり）お願いします。 

 ほかにございますか。 

４ 番 平  野  ３つほどございます。ページとしては55ページ、後期まちづくりアクション

プログラムの策定のところ。59ページ、県西地域活性化プロジェクトのところ。

そして３つ目が67ページ、地域交通対策のところです。 

 １つ目のアクションプログラムの策定というところなんですけれども、こち

らは委託料985万円。ほぼ1,000万の委託料というようなことなんですけれども、

こちら後期のアクションプログラムに向けての策定を行っていくというような

先ほど説明がありました。それで、つい先頃の全協でも総合計画などで進捗状

況を報告され、恐らくそれをフィードバックしていくのかなというふうに思う

んですが。これ作る過程は、やはり委託料ということで、例えば識者や町民の

お知恵もその中に借りていく、そういう形で進めるのかを確認したい。それか

らあと、つくる過程はそれで、後から回答聞きますが、完成してからがむしろ

問題かと思いまして、このアクションプログラムにかかわらず、総合計画もそ

うなんですけれども、非常にお金をかけ、立派なパンフレットにね、完成して

いくわけなんですが、非常に大事な町の仕事が載っているものだというところ

で、完成してからの活用というか、町民にどういうふうに共有していくのかが

いつも気になるところです。その辺りはどう考えているのかを教えてください。 

議      長  ３つですよね。 
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４ 番 平  野  じゃあ続けて。ごめんなさい。２つ目、県西地域活性化プロジェクトに関し

ましては、ちょっと本当に何回か私、予算委員会でも決算委員会でも言及をし

てきた件なんですが、私の聞き方もちょっと的を射ていなかったのかなと思う

んですが、お答えのほうもなかなかちょっと腑に落ちなかったりすることが多

くて、今回はちょっと思い切ってここで言及しようと思いました。いろんな課

が関係するものであるし、やっぱり全体像をお聞きするのは町長にというのが

いいのかなと思いまして。予算概要で、これは４ページでしたね。これまで未

病改善をテーマに、交流人口の増加というふうに書いてあります。この、これ

までというところが、じゃあこれからはテーマが違ってくるのか。それとも、

これ、ただ文のあやで、引き続きなのか、その辺も一回ちょっと確認させてい

ただきたいです。 

 そして、この県西地域活性化プロジェクト、未病テーマ、これ、県からね、

投げられている、これが何年目になるかもちょっと確認させてください。説明

書にも…説明書って、予算の説明書ですね。県西地域と２市８町と県で連携と

いうふうに書いてあって、これが広域になるので、なかなかチェックもしづら

いだろうなとは思うんです。これが目的、それから使われ方、あと効果、そう

いった検証ができているのかなというのをちょっと教えてください。 

 あと３つ目、地域交通のことなんですけれども、これも所信表明にも、それ

から概要にも載っていて、非常に私はこれは希望を感じるなというふうに受け

止めております。地域交通の問題というのは非常に深刻な問題で、この地域で

もいろんな実験を繰り返してきたと思うんですね。なかなかそれが芳しく、こ

れまでなかなかいってないというのもありまして、でも、所信表明や概要を読

ませていただくと、今度はＡＩの力を利用するというようところもありまして、

何かこれまでと違った様相を感じています。これが地域公共交通計画ですか、

法律に基づく。これが合わさっているというようなことで、何か今までとちょ

っと違うというふうに感じているんですね。その辺が改めて言葉で、これまで

の実証実験を繰り返していた、そういうものとは、ここは違うんだよというか、

何かその辺をもう一度説明をお願いしたいなと思って、まだ具現化にはほど遠
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いと思うんですが、その辺でちょっと分かる範囲で、ぜひ教えてほしいなとい

うふうに思います。 

 そして、これ、財源確認したいんですが、夏に補助金事業としてマースの説

明があったと思うんですが、資料のほうを見ると町の一般財源のみの計上にな

っているので、そこのところは、あれ、補助金じゃなかったのかなというのを

ちょっと説明をお願いいたします。その３つです。 

議      長  ただいまの質問なんですけど、かなり款項から外れている部分ありますので

ね、町長のほうから方向性だけ答えてもらって、それで収めたいと思うんです

が、いかがでしょうか。（「納得できれば。」の声あり）町長、お願いできま

すか、方向性を。 

町      長  議長の助太刀もありましたけども。極力、予算を一応ね、責任持って組んだ

ほうとしては。まず、アクションプログラムの話の委託料ですけどもね、この

辺については毎回のように識者の方々、あとは町民の方々も公募だとかですね、

させてもらいながら、今までもやってきておりますので、これからもですね、

そういった格好で組織をしてやっていく。また、ここがちょっとなかなか難し

い…難しいというか、広がっていかないんですけど、よく我々の中でパブリッ

クコメントやります。パブリックコメント取りました。でも、一応ルールなん

ですよね。ルールで、少なくてももうやった形になってやるわけなんです。ま

してや、例えば年代別で分けたときに、比較的にちょっと御年齢が高い方々の

御意見が多くて、若い方の意見が少なくてといったときに、果たしてその現役

世代の方々の意見が反映されてない中でアクションプログラムができちゃうと

いう部分については、そういったデータを見つつ、我々の中でさらに分析して

内容を変えたりとかしているところもあります。ですので、できたらそういっ

たところからなるべく意見を言っていただけるような仕組みでやってまいりた

いと。ここのところは、例えばメールだとか、ああいった形での御意見を頂く

ことも少しずつ多くなってきておりますので、ぜひそういった格好の中で意見

募集をですね、していきたいということ。また、できた後、その後どうするの

というようなことについては、やはり町民の方々に様々というか、大体オンラ
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イン上であったりだとかですね、書面上でやってますというふうなことをよく

言ってはいるんですけども、全体の話としては、もうそういった書面で通知す

るしかないと思いますが、やっぱり活動をとにかく町民参加型で、とにかくや

っていくというようなことで、もう地道にこれはもうやっていくしかないかな

というふうに思っていますので、もう少し、今までとちょっと違ったやり方も

いろいろ工夫していきたいというふうに考えております。 

 あと、県西活性化プロジェクトの話ですけど、未病という話になって、黒岩

さんがそろそろという形でいくと、恐らく７年とか６年とかぐらいじゃないか

なというふうに想像がします。ここは食と運動と社会参加というようなところ

のキーワードの中に、一緒に県とこの県西地域一緒になって補助金を取りにい

こうというようなことの中から、そのキーワードに合わせた格好の中で今、い

ろんな事業を展開しつつですね、交流人口もしくは関係人口というようなこと

をテーマに、幾つか、今までも補助金を取ってきたところも…取ってきたとい

うか、獲得したところもありますので、方向的にはですね、本当は未病産業と

いうものが出来上がるのが一番いいとは思っておりますけども、そこに資する

ような格好で、あとは当然オリジナリティー的に、この松田に合ったような施

策の中で補助金をうまく充てながらですね、これからも進めていくということ

になります。これの進捗については、県西活性化協議会というのがあって、そ

この中で進捗だとかを図りながらですね、これまでもやってきておりますので、

今後も我々事務方、あとは首長さんたちの中で今後もですね、それについては

しっかりとやっていきたいというふうに考えております。 

 特にやっぱり私的には県にお願いしているのは、企業誘致をしっかりやって

いただいて、雇用の場所、雇用ができる企業を誘致していただけるように、県

にしっかりとやっていかないと、人を増やしたいといったって、そんな簡単に

人は増えませんよということについては、口酸っぱくよく言っているところで

もありますので、今後はそういった点でやっていきたいというふうに考えてお

ります。 

 最後、地域交通の話です。ＡＩのオンデマンドバスについて、これから地域



40 

 

公共交通会議の中でももんでいくことになりますけども、これを公共で直営で

やるのか、この事業について民間がやっていただけるかという議論もこれから

やっていきます。結果的に、やらないというようなことではなくてですね、や

っていく。そのような中、どうしても地元のタクシー会社さんまたはバスの会

社の企業さんがいらっしゃるので、その方々ともやっぱり情報共有をしながら

やっていきたいというふうに考えておりますので、もう少しちょっと今年１年

そういった議論をやりますから、でも、ちょっと私は楽しみにしておいてもら

っていいかなというふうに考えております。以上です。 

４ 番 平  野  ありがとうございます。アクションプログラムは完成した暁にはしっかりと

活用していただきたいので、周知というか、アピールをしっかりして、これを

協働の土台にしていってほしいなというふうに思います。 

 この県西地域活性化プロジェクトに関しましては、今、七、八年じゃないか

というようなお答えがありまして、私もそんな感じかなというふうに思ってい

るんですけども、やっぱりこのワードを投げられたときにですね、未病と投げ

られたときに、すごい当惑した記憶があるんですよね。人口増加と活性化に結

びつけというふうなことで投げられたのかなと思うんですけれども、言葉とし

てはね、漢方とかそういうものをちょっとかじっていたことがあったから知っ

ていたけども、これが果たしてこのエリアの活性化、そして人口増にどう結び

つくのかなというのは、本当に悩んだ感じなんです。蓋を開ければいろんな課

でいろんな事業に使わせてもらえる補助金であったということが分かって、言

ってみれば便利に使っていると私も感じてはいるところです。ただですね、一

般財源を持ち出すケースもありますよね、その補助100ではないので。そうい

ったところでは、やはりあと実際の事業をやっているところが結局委託先にな

っちゃったりというところも結構あるので、この使い方を見ていると。やっぱ

りこれ、ふだん皆さんがおっしゃっているＰＤＣＡですよね。これにしっかり

とのせていくことが大事ではないのかなというふうに感じているんですが、そ

ういった検証というのは、活性化協議会ですか、そこでもやられているんでし

ょうか。その辺のところ、ちょっともう一度確認できますか。 
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町      長  途中経過については事務方でしっかりやっていただいて、最終報告が我々の

ところに話があって、毎年それを成果品としてという形になってはいますよね。

ということです。 

議      長  あとは特別委員会のほうで細かい部分は聞いていただけますか。（「聞きた

いところがありますので。」の声あり）じゃあ、これを最後にしてください。 

４ 番 平  野  私がちょっとこれ、ぜひに町長にちょっと言いたいなと思うのは、このＰＤ

ＣＡがね、一つ一つの事業に関しては一応成り立つよと、回っているよという

のは分かるんです。ただ、この未病改善とこの人口増加、地域活性化、これが

２市８町エリアで、何ていうのか、本当にその地域課題を理解した上でやられ

ているのかというのが、何かやっぱりちょっと…ちょっと腑に落ちないなとい

うところがすごくあります。もちろんね、頂けるものは補助金使いたいという

気持ちは本当に分かるんですけれども、何ていうのか、県西地域が本当に悩ん

でいるのは、普通の、本当の、当たり前の医療とか福祉じゃないのかなという

ふうにちょっと思ったりするんですね。だから、そうすると名目は違っちゃう

というかもしれないんですが、その辺のところ、県からのお金は、出どころは

一緒なんだから、その辺の声をフィードバックしなくてはいけないんではない

のかなというのが大きな検証として私は思っていますが、そういった動きは２

市８町の首長間などではされているんでしょうか。 

町      長  まず、この県西活性化プロジェクトというものについてはですね、やっぱり

地域経済とか雇用だとか、お金が回っていく仕組みというようなことが先まっ

ていってますよね。なので、多分平野議員がおっしゃりたいのは、それは当然

必要なんだけど、その前にやっぱり地域医療と福祉はしっかりとやった上でと

いうことじゃないかと。そこに未病というものがくっついてくるんじゃないか

というようなことでもあるかと思います。医療資源がどうとかという話は、ま

た何か県西活性化協議会の中でも一部話題になることもありますけど、それこ

そまた地域地域にですね、また感覚が違うところもあるので、我々１市５町と

いう枠組みでは、例えばこの地域の医療というのはまた別個で、常日頃から意

見交換しているということはあります。ですので、この活性化プロジェクトの
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中で思い切りそんな話をしているということは、今のところちょっと少なかっ

たかなと。 

 その中でですね、先ほど未病と言われるので、食と運動と社会参加と言われ

るところの中で、食はグルメの中で飲食店さんたちが経済回して、回っていけ

ばいいよねとかいう話はありますけども、今回は運動というところがどうして

も地域地域の健康運動みたいな雰囲気の中で元気になりましょう、高齢化をカ

バーしていきましょうというようなイメージがずっとやっぱりきていたんです

けど、私はどっちかといえば、そんなことをしたって…それは必要ですけど、

それだけじゃ経済は回っていかないよという意味合いで、スポーツというもの

に特化しながら、これだけ運動するところがあるんだから、この辺、地域が一

緒にスポーツツーリズムという形で、目的を持った人たちが来てもらえるよう

な施設を運営していきましょうというようなことで投げかけて、県のほうでも

今年、スポーツツーリズムの支援ということで、うちだけじゃないですけどね、

三浦地域も含めて、たしか県のほうの全体の予算で300万も予算を多くとって

くれたと。300万ですよ。うちはうちの予算の中で200万を組んでいるんですけ

どね。その辺は県のこれからの姿勢じゃないかなと思っていますけども。ただ、

項目が作ってもらっただけでも、これは一つ一歩前進かなと。これから300万

が来年は3,000万になるかも分かりませんし、そういった格好の中で県とタッ

グを組んでやっていきたいとは考えています。以上です。 

議      長  ほかにございますか。 

６ 番 井  上  予算の中で全般的な話といいますか。昨日のですね、一般質問の中で、町長

の今年のですね、予算に対する考え方はチルドレンファーストでですね、人口

増加策を念頭に置いた予算だというふうな説明をいただきました。人口増加で

子育て支援、定住促進という方向性というお話はですね、お伺いをしました。

ただいまの令和４年度の一般会計当初予算の説明に関連しましてですね、１点

お伺いをしたいと思います。 

 ページで言いますとですね、予算書の99ページの最下段にですね、出産サポ

ートタクシー助成金ということで、10万円の当初予算で計上されています。２



43 

 

月ですかね、ＮＨＫのニュースとかですね、あと神奈川新聞でも取り上げられ

ていましたが、町長のほうにですね、足柄上病院の院内助産の継続をという要

望が上がったというニュースでですね、その中には松田町の女性議員の方もい

られたというふうに思います。定住促進のためには、やはり足柄上病院内に産

科、助産施設があることは、私は一番望ましいというふうに考えておりますが、

今までの経緯なりですね、町長の子育て支援策の中でのですね、そういった足

柄上病院の実際には医師は、産科医はいないんですけれども、助産師による出

産の制度があったんですけれども、今はそれはなくなっているということでで

すね、そういった要望があったことに対する町長のお考えをお尋ねをしたいと

思います。 

町      長  おっしゃるとおりに、この近隣の女性議員の方々の有志の方々からの要望は

頂いたのは確かな話です。この私自身はですね、内容では一部確かに上病院と

いうふうなことも書いてありましたけども、この上エリアの中でしっかりとし

た、そういった安心して産める場所をキープしたいという要望であったことか

らですね…。 

議      長  私語は謹んでもらえますか。 

町      長  上病院さんのほうでそういった、今現在、停止されているというようなこと

でもあって、それがその分のですね、再開は、はっきり言って心から願ってい

るところです。ですので、どこまで言っていいのかな。まあ、いいか。今日そ

の件についてですね、５町の首長が集まって話をすることになっています。今

日ですね、この終わった後ですけども。本当に５町の首長さんも真摯にこの件

についてはしっかりと受け止めていただいていることだというふうに考えてい

ますので、皆さん方とですね、歩調を合わせて、どういった条件で、どういっ

たことだったら県の皆さん方と一緒になってですね、こういった助産院の再開

だとかということが可能なのかどうなのかというのは、これからこの要望を頂

いた、本当に何ていうんですかね、貴重な意見というか、勇気ある行動に対し

て我々もしっかりとして動かなきゃいけないというふうに考えております。今

後は先ほどの質問もちょっとあれだったですけど、誰一人とにかく取り残さな



44 

 

い。ましてや所得制限だとか、いろんな条件もありますけども、やっぱり困っ

た人たちというか、困るような方々をしっかりと助けていくことによって、む

しろこの地域のよさが少し広がって、都市部から住み移りたいというふうな形

になる…なってほしいというような思いの中から、今日よくよくですね、皆さ

んと相談をして、話をして、次なるステップに向かっていきたいというように

考えております。以上です。 

６ 番 井  上  回答ありがとうございました。その今のですね、お答えの中でですと、私の

ほうではある程度ですね、やはり県のほうなり、最初産科医がいなくなったと

きにはですね、かなり県のほうからそういった連絡等があったというふうに聞

いています。また、それで産科医が常駐しないという形の中での助産師による

出産が行われていてですね、それがやはりこのコロナ禍の影響等も含めた中で

ですね、廃止…中止ですか、となったというのはね、ある程度町長のほうにそ

ういった、町長なり上郡５町の首長なりにそういった伝達があったのかなとい

うふうには方向性としてですね、あったのかなというふうにも思っていました。

県立病院はどうしても規模を縮小し、ここで数年後に小田原市立病院が新築さ

れるということも聞いていますので、そちらのほうへそういった産科のほうの

機能的にはもう移行するんだという県の方針について、やはり町長のほうにで

すね、打診なり伝達があったのかなというふうに思っていましたが、そういっ

たことはなかったということでよろしいでしょうか。 

町      長  この件については、随分前に全協で皆さん方にもお話をした記憶があります

ので、全くそういった調整がなかったということを私はこんなところで言える

ような立場じゃないというふうに考えております。県の皆さん方とは、私たち

１市５町の首長とはよく話をして、我々の要は意見を県がとりまとめて、また

当然県にはトップがいらっしゃいますし、そこの中で決められた中で、県と小

田原市さんとの協定の中で議論をされているというふうなことであります。時

には我々が、１市５町が、何ていうんですかね、蚊帳の外じゃないかなという

ふうな形で食ってかかったこともありましたけども、それじゃないと。じゃあ

我々の意見の代弁者は誰だという話をしたら、知事ですというふうにしっかり
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と私が質問したことに対して回答をもらっての今の現状だということになるの

で、これはやっぱり県の判断ということにもなりますから、県の判断が我々の

意思をやっぱり踏みにじるような方向にはなってはならないということもあり

ます。 

ただしかしですね、やっぱりちゃんとその辺の状況と今の現状の上病院さん

の状況であったりだとか、県の今までの取組だとか、その辺のことなんかもや

っぱりいろいろ尊重しつつやっていかなきゃいけないので、全てが我々が言っ

てることが今すぐそうなるかというと、なかなか難しい部分もあると思っては

います。ですから、二兎を追う者は一兎をも得ずということもありますし、な

かなかそこでうまくいかないんであれば、じゃあどういった条件で、いつだっ

たら、どうなのかというふうなことで、また建設的な意見もしていかなきゃい

けないというふうには常にやっぱり１市５町の首長さんはそういう理解をされ

ていますので、そこの辺りもしっかりとやっていきたい。 

 それと、先ほど縮小という話をちょっとされた部分について、ちょっと触れ

ておきます。病院自体は全体的な縮小はちょっとされる予定ではなさそうな感

じです。病院自体は。（私語あり）上病院。産科の話はちょっとあれですけど、

病院自体が徐々になくなっていくというふうには県のほうも考えられてないと

いうふうには考えています。というのが、今年の県の予算で、今、食堂が入っ

ている建物の建替えを予定をするというようなことの中から、設計か調査の予

算がたしか盛り込んでいるというのをキャッチしていますから、やっぱり上病

院があそこの場所に必要だというふうなことについては認識をされているんじ

ゃなかろうかというふうに想像しています。以上です。 

６ 番 井  上  ありがとうございました。出産の関係の考え方としてはですね、私も今、町

長がおっしゃられたことにですね、納得をする部分がございます。ぜひですね、

建設的な方向でということと、ちょうどタイミング的には今日そういう５町の

首長の会合があるということですので、ぜひですね、建設的な方向での意見を

出してですね、やはり松田町だけではなく足柄上郡全体のですね、定住促進、

人口増に資するような方向性のですね、形で様々な案、すばらしい案を出して
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いただきたいということで、質問を終わりたいと思います。ありがとうござい

ました。 

議      長  ほかにございますか。 

５ 番 田  代  138ページ、139ページをお願いいたします。款・項を中心とした質問、また

政策的な質問という考えで質問させていただきますが、取りあえずは固有事業

名を出させていただきます。139ページの委託料のところの中段です。松田庶

子線（酒匂川左岸道路）詳細設計と、1,050万あります。この細かい内容につ

いてはお聞きはいたしません。この左岸道路の整備に関する政策的な考え、そ

れとあと山北町も関係してくるので、広域的な道路、そのような考えから町長

に質問させてください。 

 まず初めに、この内容については、今日、朝ですか、担当課に行って確認さ

せていただきました。私が話したのが間違っていたら、まちづくり参事、御助

言ください。この道路については山北町と松田町境、具体的には根石、私の住

んでいる下のところで大沢という沢が流れています。そこが境になって上流が、

酒匂川上流が山北、下流が松田と。そこから城山の坂本、通称薮下と呼んでお

ります。アユのおとり屋があるところです。それまでの間は今、車止めがあっ

て、車は通れません。自転車と歩行者、そういう形で使われてるというのが現

況です。現状です。この区間を今回、詳細設計を行って、後年度に工事をして

いきたいと。あとは私、個人的にはそこがつながると、ずっと川下に向かって

新十文字橋、その下が河川敷のグラウンドに入るところから寒田神社側に行く

道があると思います。あの辺がちょっとネック箇所で、曲がったりして、十文

字橋に行くような感じの道路になっています。その辺も含めて、この道は整備

されるのかなということでお伺いしましたところ、この道路については今の不

通になっている区間、ここを車が通れるようにして回遊性を持たすと、このよ

うに回答あったんですけど、それでよろしいでしょうかね。もし勘違いであれ

ば、御助言いただきたいと思います。 

参事兼まちづくり課長  そのとおりで結構です。 

５ 番 田  代  では、認識が違ってなかったということで、このことを前提に町長に質問さ
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せてください。今お話ししたように、車両が通行できない山北町境から坂本地

区の薮下、これが整備されますと、酒匂川上流の大口橋、そのもう少し下流側

に山北町のぐみの木公園がございます。そこのぐみの木公園から酒匂川の左岸

の道路を多分占用するような形になると思うんですけれども、旧十文字橋の左

岸、そこまでつながるような感じになるというふうな認識です。この道路の整

備によって、メリットとしては国道246号線のバイパスとしての役割、それと

町内にも遊休地がありますので、その利活用が図れる。あと、先ほどまちづく

り参事から説明ありましたように住宅開発、前面道路の関係で幅員がとれるこ

とによって、住宅開発にもつながるというふうに私は聞き取りました。そうい

ったメリットがあるわけです。一方で、非常に私は不安があります。ごめんな

さい、あとね、それ以外に町道１号線が今現在狭隘道路です。意外に狭くて、

車と車がすれ違いあるのに狭い場所があります。そういった面で、この下側の

左岸道路、これがある程度整備されると、全体的に広く整備されると、バイパ

ス的な、町道１号線のバイパス的な役割も持ってくるのかなと、このように感

じています。 

 だから、そういったメリットがある中で、一方でちょっと心配な面が、非常

に不安な面がありますので、町長にお伺いしたいと思います。先ほどの城山の

坂本からおとりアユの場所、薮下から十文字橋までです。その堤防沿いには住

宅街がずっともう続いています。それで、平らな道ですから、意外にスピード

出しやすいんですよね。ところが、これはみんな町内の方が多いので、たまに

はアユ釣りに来られた方もいられますけれども、意外に気をつけて、私のほう

もあそこ走るときに、やはり子供が自転車でとか、そういう中で気をつけて走

っているんですけれども、完全につながってしまうと、通過車両が確実に増え

るんではないかと。そうなったときに、ちょっと心配な面があるなと。特に新

十文字橋下、河川敷に下りるところです。河川敷グラウンドに下りる河南沢沿

いですね。そこの下りるところから、大きいカーブがあって、それで寒田神社

側の土手に入って十文字橋につながると。そこがすごく狭くてネック箇所にな

っていると。その辺を、現段階では改良しないで車を通すようなふうに私は捉
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えています。そのことを考えると、メリットもありますけれども、町民の健康、

安全・安心という面から見ると不安です。 

 そこで町長にお尋ねいたします。この山北町から松田町への酒匂川左岸道路、

これが整備されることになった経緯、それと山北町、当然山北町との連携事業

のように私は考えてますので、この辺がどうだったのか。これが１点目です。

それと、あと、地区の方、やはり通過車両が多くなること、そういったことに

対して、庶子地区の住民の方に対しての意見のやりとり、こういったお考え。

それと３点目です。今お話ししたように、新十文字橋の下からカーブがあって、

河南沢の橋を通って十文字橋の抜けるところが非常に危険なんですけども、こ

の辺をどういうふうに考えていられるのか。その辺の整備が今現在ではないよ

うに私は受け取ったんですけれども、どういうふうに考えているのかと。あと、

歩道がやっぱり幅員的に設置されにくいような場所ですので、この辺で住民の

安全を考えると、人身事故だとか交通事故、こういったものが通過車両が多く

なると発生する可能性があるのかなと。この辺について少し、かなり私は不安

です。以上、この４点について、町長の整備することに対するこの４点につい

てお答えをいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

町      長  大分細かいところでね、怒っている。（私語あり）だから政策的なね…

（「もし違ったら議長、止めてください。私は政策で話してますから。」の声

あり）政策的にはですね、政策的にというか、お話的にするとですね、まず山

北町さんと松田町というのは、これはもう歴史がちょっとこの道路については

昔からの歴史の中で、左岸道路についてはもっと、立花学園のほうからずっと

つながっていくという構想も過去にはあったといったことの中から、できると

ころということの中でやっていて、やはりおっしゃるとおりにですね、今、担

当課長さん言われたように、まだ正式につながってないところを今やろうとい

うことで、山北町さんのほうがどっちかというと進捗が早い。うちがようやく

追いついてきてるというふうな感じになっております。ですので、そういった

経緯もありながらですね、これはもう必要な、先ほど言われたメリットのほう

が多くて、総合的に考えて進めていると。というような感覚の中で今、進めて
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おります。 

 ただ、一方、車の量が増えるという御心配されている部分についてはですね、

当然ですけども、検討しながらというか、当たり前のこととして検討しながら

これは進めていくというのは当然のことですし、この道路についての地域への

説明といいましょうかね、御理解という部分については、しかるべきときにき

ちっとした格好で皆さん方に説明しながら進めていくというようなことになっ

ていくので、そういった政治姿勢的にはですね、そういった感覚の中で今、全

体的に進めていくというようなことで、全体のお答えをさせていただきます。

以上です。 

５ 番 田  代  大体理解できました。細かいことはまた委員会付託になっておりますので、

そのときにお話をさせていただきます。 

 今、町長がお話があったようにね、やはり地域の住民の方、その方たちがど

ういうふうに捉えてられるのかね、その辺やっぱりすごい大事だと思うんです

よ。山北との広域行政は大事です。それで広域的な道路も大事です。先ほどお

話ししたように、メリットもあるかもしれないけれども、あそこの直線で狭い

中で飛ばしたときというのは、車が飛ばしたときというのは、怖いですよね。

それが私は、ここで詳細設計がもう示されてしまったから、あえてここの議論

できる場でお話をしたかったと、このように御理解いただきたいと思います。

よろしいですか。終わります。 

参事兼まちづくり課長  すみません。先ほどの田代議員のお話の中で、土地利用のお話が若干出てま

したけども、実は堤防道路から北側はもともと河川区域ですので、一般的な土

地利用はできないと考えていますので、その辺は御承知おきください。以上で

す。 

５ 番 田  代  分かりました。ありがとうございます。 

議      長  ほかにございますか。 

８ 番 中  野  私の質問というか、この予算全体から見てということと、また私の夢の一端

をお話しして、町長のお考えをお聞きしたいというふうに思います。 

 令和３年２月末現在で、財調が11億9,500万ですか、ございます。私が知る
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限りでは、非常に大きな財調額となっております。今までこれだけたまったこ

となんて、なかったんじゃなかろうかなということで、職員の皆さんの御努力

によってのたまものかなというふうに思っております。この財調は、一朝有事

のときに非常に役に立つということで、大きくあればあるほどよろしいものか

なというふうには思っております。しかしながら、これも町民の皆様からお預

かりをいただいた大切な大切な税金でもございます。皆様方の役目、行政の役

目というのはね、今さら言うべきじゃなかろうかと思いますが、町民からお預

かりした税金を有効利用して、また町民のために福祉の向上をもって還元をす

るというところにございます。私、昨日頂いた財政推計の中でも、当面の間、

交付税、交付金が９億、10億と、当面その程度頂けるというふうに推計がされ

ておりますので、11億…12億弱の財調、これほどまではとっておかなくてもよ

ろしいんじゃなかろうかなと。松田町として身の丈に合った財調のみを残して、

あとはせっかく今、裕福なときですから、人口増、また町の活性化、定住促進

を図るためにも、ぜひ思い切った策を何か打つというお考えは町長にはないの

かなというふうに思うわけでございます。 

 例えばですよ、例えば私のこの夢の一端というのはここなんですが。昨日も

話題に出てました仲町屋の駐車場、今、33台ぐらいですか、契約が。だんだん

だんだん台数も減って、非常に駅前にありながら使い勝手の悪い、使われ勝手

の悪い代物になってしまっております。したがいまして、私の夢としまして、

あそこにどうでしょう、温泉でも掘り当ててみたらと。日本全国ね、1,000メ

ートル掘ればどこでも大体温泉は湧き出るそうです。その1,000メートル掘る

のにかかる費用は１億ちょっとということでございますので、もし温泉が出れ

ば、駅前温泉ということで、当然観光客の誘致にも役に立ちます。交流人口も

増えます。定住促進にもつながっていくんではなかろうかなと。そんなふうに

思うわけですけども、これは私の例えばという話で一端を申し述べたわけでご

ざいます。温泉を掘れというわけではございません。例えばそういうことの大

きな事業にお使いになるようなお考えというのは、町長、ございませんか。 

町      長  御提案…御提案というか、夢のお話をいただいて、ありがとうございます。
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ちょっと総花的な話になって恐縮ですけれども、やはり何かそういった夢があ

ったほうがいいですよね。理想というか、そういった町にするんだというよう

な。そこに対して、いかに民間の活力を活用しながら公共と一緒にやっていく

かといった部分は、もう常日頃ずっと考えているところでもありますので、温

泉というのはよくうちの役場の中でも話が出ます。ですから、ただ、ちょっと

温泉を少しかじっている人と一緒に過ごしていたときがあったので、ちょっと

感じると、やはりその後の経営だとかですね、やっぱりその維持管理というの

がものすごくお金がかかっちゃうというところもあるので、やっぱり民間の

方々との知恵を振り絞りながら一緒にやっていければ、ほんと温泉なんかいい

なというのはあります。 

 これから本当にやらなきゃいけないのは、駅の南口というか、北口と南口の

話ありますけども、ＪＲの北口の話もやっぱりしていかなきゃいけないときが、

やっぱりどこかで出てくるんじゃなかろうかというのも感じますし、松田町の

全体があの駅周辺を見ても立地適正化計画というのは立ててはいますけど、全

体の町並みの道路が狭いというようことから考えると、全体的に区画整理だと

かというふうなときも、そんな遠からずしていかないと、新しい方々が住んで

いかないというようこともあります。そういった夢を持ちつつですね、本当に

新しいまちづくりの考え方の中で、しっかりとやっていきたい。また、松田山

のこともありますし、先ほど齋藤議員から提案されたときのグラウンドなんか

をいじるにしたって費用もかかってきますし、そういったものを今後夢を持っ

てですね、やってまいりたいというふうに考えています。第６次総合計画の後

期アクションプランに温泉を掘るという一文字が書けるように努力してまいり

たいと思います。以上です。 

８ 番 中  野  お金を使うなよと言ってるわけじゃございませんのでね、ぜひぜひ有効利用

で使っていただけるならば、大いに使っていただいて、チャンスをものにする

と。といいますのが、私、何年か前に宮崎県ですか、視察に行ったことがある

んですが、あそこに小さな村で西米良村というところがございます。人口は寄

と匹敵ぐらい、するぐらいのところなんですが。全く何もなかったところに、
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河川敷に温泉が湧き出たと、掘り当てたということで、今ではすばらしい、も

う裕福な村ということで、そういった成功事例もございますので、駅前と申し

ましたのは、あそこ駐車場を設けなくても、駅から降りればすぐですよという

こともメリットの一つですし、またあそこにもし温泉が立ったとしたらば、大

手業者が多分名乗りを上げてくれるんじゃなかろうかと。松田町が経営しろと

いうことは言いません。そういった夢を持った政策もぜひぜひ今後取り入れて

いただきたいと。以上、終わります。 

議      長  ほかにございますか。 

５ 番 田  代  先ほど高橋参事が遊休地の利用、これについては河川区域だからできないと

いうことで、分かりましたと私、言ってしまったんですけども、私がちょっと

発言したこの内容の意味は、前田屋外美術、以前開発しようとした土地です。

そこが今、どちらかというと遊休地、低未利用地になっているんですけども、

資材置き場みたいな形になってると。そのことをね、私、お話ししたつもりな

んですよ。あそこは開発ができるという前提で進んでいた土地なので、その辺

がもう少し道路がしっかりするとよろしいのかなという発言で、その確認をさ

せてください。 

参事兼まちづくり課長  今ですね、その場所と私どもがつくる道路が接するかどうかというのは、境

界を見ているわけでもありませんので詳しいことは言えませんけども、かなり

河川区域が入っていまして、民地でも河川区域な場所が結構あります。御存じ

のとおり埋め立てる前はだらだらで、生まれてきた土地がいっぱいあるので、

主にそういった部分を指して私がもともと河原だった部分については道路がで

きて埋め立てられても河川区域のまま今残っちゃってます。そこについては、

すぐに何かをするということはできないと思いますし、今、議員おっしゃられ

たもともと河川区域から外れている場所であれば、接道さえとれれば何かしら

の方策は出ると思います。ただし、調整区域でございますので、一般住宅等の

利用は、すぐにはできないというふうに考えています。以上です。 

５ 番 田  代  ありがとうございました。では、詳細については後日特別委員会で、よろし

くお願いします。ありがとうございます。終わります。 
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議      長  ほかにございますか。 

             (「なし」の声あり ） 

 この辺で質疑を打ち切りたいと思いますが、御異議ございませんか。 

           （「異議なし」の声多数 ） 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています本案につきましては、一般

会計予算審査特別委員会を設置し、そこに付託の上、審査することにしたいと

思いますが、御異議ございませんか。 

           （「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。よって、本案は一般会計予算審査特別委員会を設置し、

そこに付託の上、審査することに決定しました。 

 ここで暫時休憩しますので、休憩中に委員の選出、正・副委員長の選任をお

願いします。決定しましたら議長まで報告願います。 

 暫時休憩します。                    （14時35分） 

議      長  休憩を解いて再開します。                （14時41分） 

 休憩中に一般会計予算審査特別委員会の委員が決定しましたので、読み上げ

ます。 

 委員は議長を除く議員11名です。委員長には南雲まさ子君、副委員長には齋

藤永君が決定しました。審査をよろしくお願いします。なお、議長もオブザー

バーとして参加させていただきますので、よろしくお願いします。 

議      長  以上で本日の会議はこれをもって散会といたします。    （14時42分） 


